
目
本
に
お
け
る
鉄
道
政
策
の
転
換

　
－
日
本
的
交
通
形
態
形
成
の
原
点
－

犬
　
島

藤
　
太
　
郎

（1）　日本における鉄遣政策の転換

は
し
が
き

　
明
治
の
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
、
わ
が
国
の
鉄
遣
政
策
を
廻

っ
て
一
大
論
争
が
起
っ
て
い
た
。
鉄
道
政
策
に
つ
い
て
支
配
階
級

の
中
で
意
見
が
二
つ
に
分
れ
、
こ
れ
が
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
し

た
こ
と
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
空
前
に
し
て
絶
後
の
こ
と
で
は

な
い
か
と
恩
わ
れ
る
。

　
鉄
道
の
建
設
は
、
一
八
九
二
年
に
制
定
さ
れ
た
鉄
道
敷
設
法
に

よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
が
、
大
正
期
に
入
る
と
と
も
に
建
設
予
定

線
…
二
線
の
内
、
二
線
を
残
す
の
み
と
な
り
こ
れ
か
ら
の
鉄
道
建

設
を
ど
う
進
め
る
べ
き
か
の
問
題
が
起
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し

て
、
第
一
次
世
界
大
戦
に
よ
る
日
本
経
済
の
発
展
は
、
未
曾
有
の

輸
送
需
要
の
増
加
を
も
た
ら
し
、
車
両
そ
の
他
の
施
設
の
拡
充
が

不
充
分
だ
っ
た
の
で
第
－
表
で
も
判
る
通
り
、
国
鉄
の
輸
送
カ
は

逼
迫
し
て
い
た
。
他
方
で
当
時
、
わ
が
国
で
は
自
動
車
交
通
は
未

第1表国鉄，1912年を100とする
　　　1920年の指数

輸　送　最　旅客

　　”．　　貨物

客車（定員の合計）

貨車（檀載トン数の合計）

232

220

152

1ア9

注鉄道省r鉄逝要覧」より

発
達
だ
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一

九
二
二
年
頃
、
す
で
に
ヘ
ン
リ
ー
・

フ
ォ
ー
ド
に
よ
る
自
動
車
生
産
の
流

れ
作
業
－
大
量
生
産
方
式
が
完
成
し
、

そ
れ
ま
で
「
注
文
生
産
」
で
金
持
の

レ
ジ
ャ
ー
用
だ
っ
た
自
動
車
が
、
価

格
を
い
っ
き
ょ
に
四
分
の
一
、
五
分

の
一
に
引
下
げ
「
大
衆
車
」
と
な
り
、

鉄
道
輸
送
の
独
占
は
崩
れ
つ
つ
あ
っ
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た
。　
こ
う
し
た
状
態
に
お
い
て
後
藤
新
平
を
中
心
に
仙
石
貢
（
鉄
遣

院
総
裁
・
鉄
適
大
臣
）
、
中
村
是
公
（
鉄
適
院
総
裁
）
、
白
石
直
治

（
東
大
教
授
）
、
古
川
阪
次
郎
（
鉄
道
院
副
総
裁
）
、
島
安
次
郎

（
鉄
適
院
技
監
）
、
木
下
淑
夫
（
鉄
道
院
営
業
周
長
）
ら
は
線
路

の
巾
を
三
吠
六
吋
か
ら
、
四
吠
八
吋
五
へ
と
改
築
し
、
既
設
線
の

輸
送
カ
を
拡
充
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
で
、
こ
れ
を
「
改
良
主
義
」

と
よ
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
線
路
の
巾
は
現
状
の
ま
ま
と
し
、

そ
れ
よ
り
も
地
方
の
住
民
の
要
望
に
従
っ
て
新
線
の
建
設
を
重
点

に
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
は
原
敬
を
は
じ
め
と
し
て
床
次
竹
二
郎

（
鉄
遣
院
総
裁
）
、
大
沢
界
雄
（
参
謀
本
部
運
輸
部
長
）
、
石
丸
重

美
（
鉄
遣
院
副
総
裁
）
、
大
村
鏑
太
郎
（
鉄
遣
院
建
設
局
長
）
ら

で
、
こ
れ
を
「
建
設
主
義
」
と
よ
ん
だ
。
改
良
主
義
を
主
張
し
た

人
達
の
歴
史
的
性
椅
を
絶
対
主
義
官
僚
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
建
設
主
義
の
推
進
力
は
政
友
会
で
あ
る
。
一
九
一
八
年
成
立

し
た
原
敬
を
首
相
と
す
る
政
友
会
内
閣
は
、
広
軌
改
築
を
正
式
に

廃
棄
す
る
と
と
も
に
、
二
〇
年
鉄
遣
敷
設
法
申
改
正
法
律
を
制
定

　
　
　
　
　
、
　
　
、

し
、
そ
れ
は
ぽ
う
大
な
新
線
建
設
案
で
、
そ
の
後
の
国
鉄
経
営
、

国
鉄
輸
送
と
わ
が
国
の
交
通
体
系
に
日
本
的
な
特
徴
を
打
出
し
、

現
在
の
国
鉄
－
交
通
問
題
の
基
底
的
条
件
を
な
し
て
い
る
。

絶
対
主
義
官
僚
に
よ
る
鉄
道
政
策

　
　
－
後
藤
新
平
を
中
心
と
し
て
ー

　
後
藤
新
平
は
鉄
適
院
総
裁
と
し
て
広
軌
改
築
そ
の
他
特
異
な
政

策
を
打
ち
出
し
た
が
、
こ
れ
を
軍
部
や
資
本
家
、
地
主
の
個
別
的

な
要
求
を
排
除
し
て
、
国
鉄
輸
送
－
ひ
い
て
は
国
鉄
経
営
の
自
主

的
な
発
展
を
企
図
し
た
も
の
と
い
う
立
場
か
ら
考
察
す
る
な
ら
ぱ
、

後
藤
の
政
策
は
け
っ
し
て
孤
立
し
て
、
偶
然
的
に
現
れ
た
も
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
…

は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
一
八
七
三
年
、
鉄
道
頭
に
就
任
し
、

一
八
九
三
年
、
鉄
遣
庁
長
官
を
退
任
す
る
ま
で
約
二
〇
年
間
、
わ

が
国
鉄
道
の
建
設
、
運
営
の
最
高
責
任
者
だ
っ
た
井
上
勝
と
、
井

上
に
代
っ
て
鉄
遭
庁
長
官
と
な
り
、
一
九
〇
三
年
退
任
し
た
松
本

荘
一
郎
の
鉄
道
政
策
に
つ
い
て
そ
の
特
徴
を
の
べ
て
み
よ
う
。
井

上
長
官
の
時
代
、
明
治
政
府
の
政
治
目
標
は
「
宮
国
強
兵
」
と

「
殖
産
興
業
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
柱
で
あ
る
鉄
適
に
対
し
て
軍

部
そ
の
他
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
要
求
－
圧
カ
が
か
か
っ
て
き
た
。
た

と
え
ば
陸
軍
は
一
八
八
六
年
当
時
、
束
海
遣
線
が
海
岸
に
面
し
、

有
時
の
際
の
防
備
上
不
利
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
輸
送
カ
強
化
の

た
め
広
軌
に
す
る
こ
と
、
幹
線
は
必
ず
複
線
に
す
る
こ
と
等
を
要

求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
井
上
長
官
は
、
わ
が
国
の
場
合
海
岸
を



t

（3）　日本における鉄遣政策の転換

避
け
る
と
山
岳
地
帯
に
な
り
、
建
設
費
が
増
加
し
、
経
常
の
運
輸

費
も
増
大
す
る
。
ゲ
ー
ヂ
も
わ
が
国
は
山
岳
が
多
く
、
又
運
輸
量

も
少
く
、
狭
軌
の
方
が
建
設
費
用
も
少
な
く
て
足
り
る
等
を
回
答

し
、
軍
の
意
見
に
同
調
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
た
め
「
参
謀
本
部

ノ
所
見
ト
鉄
道
局
長
官
ノ
所
見
ト
ノ
間
二
齪
騒
ヲ
来
シ
タ
ル
ヲ
以

テ
参
謀
本
部
長
熾
仁
親
王
ハ
深
ク
之
ヲ
遺
憾
ト
セ
ラ
レ
鉄
遣
局
長

官
及
二
三
ノ
局
員
ヲ
官
邸
二
招
致
シ
参
謀
本
部
員
若
干
ト
会
シ
互

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
）

二
意
見
ヲ
交
換
セ
シ
メ
タ
リ
シ
カ
遂
二
一
致
ヲ
得
ル
ニ
至
ラ
ズ
」

と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
井
上
は
私
鉄
経
営
の
資
本
家
的
弊

害
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
第
一
に
収
支
が
償
わ
な
け

れ
ぱ
必
要
な
る
線
路
を
延
長
し
な
い
こ
と
。
第
二
に
会
社
は
鉄
遭

を
独
占
す
る
こ
と
。
第
三
に
資
本
の
増
加
を
恐
れ
改
良
を
怠
る
こ

と
。
第
四
に
重
複
の
線
路
を
敷
き
不
必
要
な
競
争
を
す
る
こ
と
。

第
五
に
一
地
方
の
利
益
の
み
を
目
的
と
す
る
鉄
道
は
、
後
日
全
国

的
な
幹
線
の
敷
設
と
重
複
す
る
こ
と
。
第
六
に
会
社
数
が
増
加
す

る
に
し
た
が
い
費
用
は
嵩
み
紛
糾
す
る
こ
と
。
第
七
に
会
社
は
地

方
の
人
民
に
威
ぱ
り
運
送
謝
絶
の
恐
れ
あ
る
こ
と
。
第
八
に
非
常

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

出
兵
の
時
、
運
賃
値
上
を
行
う
こ
と
等
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
日
本

鉄
道
の
成
功
に
刺
激
さ
れ
て
各
地
に
続
出
し
て
き
た
当
時
の
私
鉄

経
営
の
実
績
を
観
察
し
た
井
上
の
正
確
な
指
摘
で
あ
り
、
こ
こ
か

ら
一
八
九
一
年
鉄
道
の
国
有
を
中
心
と
す
る
「
鉄
遭
政
略
に
関
す

　
＾
3
）る
議
」
が
出
さ
れ
る
。
そ
の
主
な
る
内
容
は
、

　
一
、
全
国
鉄
遣
布
設
見
込
線
路
調
査
及
測
量
ノ
事

　
二
、
拡
張
布
設
ス
ヘ
キ
線
路
ヲ
選
定
シ
其
工
事
ヲ
起
ス
事

　
三
、
私
設
鉄
道
ヲ
政
府
二
買
収
ス
ル
事

右
の
方
針
が
全
国
に
互
っ
て
詳
細
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
方
針
の
下
に
お
い
て
一
八
九
二
年
、
こ
れ
か
ら
の
国

鉄
の
建
設
を
具
体
的
に
進
め
て
行
く
た
め
の
鉄
遣
敷
設
法
が
制
定

さ
れ
た
。
鉄
遣
敷
設
法
は
将
来
建
設
す
べ
き
予
定
線
三
三
線
を
列

挙
し
、
右
の
内
第
一
期
に
実
測
並
ぴ
に
敷
設
す
べ
き
路
線
九
線
を

決
定
し
、
こ
れ
に
は
専
間
の
要
員
と
相
当
額
の
調
査
費
を
使
っ
て

　
　
　
　
　
　
（
4
〕

策
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
初
代
の
鉄
道
庁
長
官
井
上
勝
は
一
八
九
三
年
に
辞
職
し
、
代
っ

て
長
官
に
就
任
し
た
の
は
松
本
荘
一
郎
で
あ
る
。
（
松
本
長
官
は
、

一
八
九
三
年
－
一
九
〇
三
年
の
約
一
〇
年
間
在
任
し
た
）
。
大
正

期
の
鉄
道
院
営
業
局
長
木
下
淑
夫
は
松
本
長
官
に
つ
い
て
つ
ぎ
の

よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
我
国
有
鉄
道
が
過
去
二
、
三
〇
年
間
に

互
っ
て
、
欧
米
の
鉄
道
に
比
し
良
好
な
る
成
績
を
挙
げ
得
た
事
は

争
は
れ
ぬ
事
実
で
あ
る
。
斯
く
の
如
き
好
成
績
を
挙
げ
得
た
る
所
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以
佳
言
ふ
迄
も
な
く
、
日
清
戦
争
前
後
我
国
。
鉄
遣
が
大
い
に
発
達

せ
ん
と
す
る
時
に
当
り
、
最
初
の
鉄
道
敷
設
法
を
制
定
し
て
国
内

主
要
幹
線
敷
設
の
方
針
を
定
め
、
其
後
私
設
鉄
遣
軌
道
の
免
許
に

際
し
て
も
最
も
真
撃
な
る
方
針
に
よ
り
並
行
線
の
乱
設
を
避
け
、

資
本
の
浪
費
を
省
き
た
る
に
基
因
す
る
も
の
と
謂
ふ
べ
く
、
此
点

に
就
て
は
予
は
当
時
約
十
年
間
に
互
り
て
、
我
国
の
鉄
道
を
双
肩

に
荷
い
、
卓
越
せ
る
識
見
と
確
固
た
る
方
針
と
に
依
り
て
、
施
設

按
排
実
に
宣
し
き
を
得
た
る
名
長
官
松
本
荘
一
郎
博
士
の
功
績
を

追
想
し
て
止
ま
な
い
の
で
あ
る
。
…
－
松
本
博
士
は
前
世
紀
の
中

葉
欧
米
諸
国
が
所
謂
『
鉄
遣
濫
設
時
代
』
に
於
て
、
各
国
の
実
業

家
財
政
家
等
が
鉄
遣
の
投
資
を
以
て
直
ち
に
国
宮
を
増
し
又
早
晩

投
資
に
対
し
て
過
分
の
収
益
を
挙
げ
得
べ
き
も
の
と
の
皮
相
な
る

観
察
よ
り
し
て
幾
多
並
行
線
の
乱
設
並
に
自
然
の
富
源
に
乏
し
き

地
方
に
不
急
線
路
の
建
設
を
行
い
、
為
め
に
財
政
を
素
乱
し
資
本

を
浪
費
し
た
る
実
蹟
に
鑑
み
、
後
進
た
る
我
鉄
遣
は
其
轍
を
践
む

な
か
ら
ん
こ
と
に
戒
心
し
投
資
に
慎
重
な
る
調
査
研
究
を
逐
げ
緩

急
を
按
排
し
濫
設
を
避
く
る
こ
と
を
以
て
鉄
遣
政
策
の
根
本
方
針

と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
当
時
或
は
官
線
の
収
益
多
き
区
間

に
並
行
し
て
有
益
な
る
私
設
線
を
設
け
ん
と
す
る
も
の
、
或
は
将

来
は
兎
も
角
撞
設
中
に
於
て
私
利
を
営
ま
ん
と
す
る
企
業
家
或
は

収
益
の
見
込
乏
し
き
僻
阪
の
地
に
新
線
を
敷
設
せ
ん
と
す
る
も
の

等
続
々
有
カ
な
る
紹
介
若
く
は
政
党
項
の
運
働
等
に
依
り
て
敷
設

許
可
を
追
り
た
る
者
あ
り
し
も
、
博
士
は
荷
し
く
も
自
ら
其
局
に

当
る
以
上
、
縦
令
有
カ
者
の
感
情
を
害
し
又
は
政
党
よ
り
疎
外
せ

ら
れ
若
く
は
消
極
論
者
と
罵
ら
る
る
も
敢
て
辞
せ
ず
と
し
所
謂
殴

誉
褒
財
を
度
外
に
置
き
一
意
穏
健
な
る
見
地
の
下
に
我
国
鉄
遣
の

永
遠
の
利
害
に
の
み
着
眼
し
て
遮
進
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
此
博

士
の
健
実
な
る
画
策
は
実
に
今
日
の
盛
運
を
来
し
た
る
所
以
で
あ

る
が
、
官
僚
思
想
の
澁
れ
る
当
時
に
あ
り
て
、
博
士
が
諸
先
輩
其

他
有
カ
者
の
所
説
を
排
し
て
自
ら
信
ず
る
所
を
断
行
せ
ら
れ
た
苦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

心
は
、
誠
に
想
像
の
外
な
り
し
こ
と
と
察
せ
ら
る
る
の
で
あ
る
」

絶
対
主
義
官
僚
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
。

後
藤
新
平
（
一
八
五
七
－
一
九
二
九
年
）
は
須
賀
川
医
学
校
出

の
医
者
で
あ
っ
た
。
後
藤
の
将
来
に
と
っ
て
決
定
的
だ
っ
た
の
は

日
清
戦
争
終
結
に
よ
る
兵
隊
達
の
内
地
へ
の
上
陸
に
当
り
伝
染
病

そ
の
他
の
予
防
の
た
め
の
臨
時
陸
軍
検
疫
部
壊
務
官
長
に
任
命
さ

れ
た
こ
と
で
、
こ
の
時
の
陸
軍
側
の
責
任
者
が
長
州
軍
閥
の
逸
材

児
玉
源
太
郎
で
あ
っ
た
。
児
玉
は
後
藤
の
人
材
た
る
こ
と
を
評
価

し
、
一
八
九
八
年
彼
が
台
湾
総
督
に
就
任
す
る
や
、
後
藤
を
民
政
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長
官
に
抜
擢
し
た
。
後
藤
は
台
湾
に
八
年
間
在
勤
し
、
わ
が
国
最

初
の
殖
民
地
支
配
を
成
功
さ
せ
、
こ
の
実
綾
に
も
と
づ
い
て
、
日

露
戦
争
後
、
初
代
の
満
鉄
総
裁
に
任
命
さ
れ
た
。
彼
は
「
英
国
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
）

年
の
東
印
度
会
社
々
長
の
ご
と
く
帝
国
膨
脹
戦
の
先
陣
の
大
将
」

と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
満
鉄
が
単
な
る
鉄
道
経
営
で
な
い
こ
と
は
右
の
引
用
文
の
通
り

で
あ
る
が
、
本
稿
の
場
合
、
後
藤
が
鉄
道
経
営
の
責
任
者
と
し
て

の
経
験
に
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
日
露
戦
争
は
日
本
の
勝
利

に
帰
し
た
が
ロ
シ
ア
軍
は
余
裕
を
も
っ
て
お
り
、
彼
ら
の
野
砲
は

八
千
米
に
達
す
る
が
、
日
本
軍
の
も
の
は
四
千
米
が
隈
度
で
し
か

も
彼
等
は
列
車
に
の
っ
て
悠
々
と
退
却
し
、
車
両
を
残
さ
ず
、
し

か
も
鉄
橋
を
ハ
カ
イ
し
て
行
つ
た
。
こ
れ
が
た
め
わ
が
軍
の
追
撃

は
必
死
で
あ
り
、
万
事
窮
し
た
結
果
、
ロ
シ
ア
が
建
設
し
た
ゲ
ー

ヂ
五
吹
の
鉄
遣
（
現
在
で
も
回
シ
ア
の
鉄
適
は
五
吸
）
を
急
拠
三

呪
六
吋
の
狭
軌
に
改
築
し
、
内
地
か
ら
使
い
古
し
た
機
関
車
そ
の

他
の
車
両
を
送
り
、
急
場
の
間
に
合
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
満
鉄
は

こ
、
｝
し
た
オ
ン
ボ
ロ
の
野
戦
鉄
道
を
引
つ
い
だ
の
で
、
た
と
え
ば

撫
順
の
炭
醸
は
一
日
五
万
ト
ン
の
産
出
量
が
あ
る
の
に
、
漸
く
二

百
ト
ン
し
か
産
出
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
満
鉄
の
再
出
発
に
当

り
、
実
施
さ
れ
た
の
が
広
軌
改
築
（
三
吠
六
吋
よ
り
標
準
軌
条
た

る
四
吹
八
吋
五
へ
－
現
在
の
新
幹
線
）
と
複
線
化
で
あ
っ
た
。
突

貫
作
業
で
、
撫
順
－
奉
天
（
現
在
潜
陽
）
間
約
一
、
一
二
〇
キ
ロ

を
一
ケ
年
間
弱
で
完
成
し
た
。
特
徴
的
な
方
法
と
し
て
狭
軌
の
在

来
線
に
さ
ら
に
一
本
レ
ー
ル
を
増
設
し
て
三
線
と
し
、
列
車
の
運

転
を
一
日
も
休
む
こ
と
な
く
、
工
事
を
完
成
し
た
。
こ
う
し
た
現

実
的
な
広
軌
改
築
を
計
圃
し
た
の
は
日
本
鉄
道
の
駅
夫
出
身
の
渡

辺
精
音
郎
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
鉄
遣
輸
送
の
再
建
に
よ
り
、

貨
物
収
入
が
五
年
目
に
一
日
一
哩
四
十
円
に
な
っ
た
ら
成
功
で
あ

る
と
い
う
見
込
が
、
早
く
も
三
年
目
に
は
こ
れ
を
突
破
し
、
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
7
〕

経
営
は
軌
道
に
の
ウ
て
い
っ
た
。

　
山
県
有
朋
直
系
の
陸
軍
大
将
桂
太
郎
は
、
児
玉
源
太
郎
（
一
九

〇
六
年
没
）
の
兄
貴
分
に
あ
た
り
、
第
二
次
桂
内
閣
の
発
足
（
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
8
〕

九
〇
八
年
）
に
際
し
、
顔
ぷ
れ
に
「
新
味
」
を
出
す
た
め
後
藤
新

平
を
逓
信
大
臣
に
披
擢
し
、
か
く
し
て
後
藤
は
名
実
と
も
に
長
州

軍
閥
系
の
政
治
家
と
し
て
デ
ヴ
ユ
ー
し
た
。
こ
の
内
閣
で
鉄
道
院

が
独
立
し
て
後
藤
が
総
裁
を
か
ね
、
そ
の
後
第
三
次
桂
内
閣
、
寺

内
々
閣
と
後
藤
は
三
度
ぴ
、
合
せ
て
四
年
六
力
月
鉄
道
院
総
裁
に

就
任
し
た
。
そ
の
間
、
後
藤
の
鉄
道
政
策
と
し
て
重
要
な
意
味
を

も
っ
て
い
た
の
は
、
広
軌
改
築
問
題
で
あ
る
。
後
藤
の
発
想
と
し



一橋論叢 第八十七巻 第一号　（6）

て
は
、
さ
き
に
の
べ
た
満
鉄
の
広
軌
化
、
朝
鮮
半
島
の
釜
山
－
京

城
（
現
ソ
ウ
ル
）
1
新
義
州
と
広
軌
に
よ
る
一
貫
し
た
大
陸
へ
の

輸
送
を
完
成
し
よ
う
と
い
う
「
文
装
的
武
備
」
、
す
な
わ
ち
ム
キ

出
し
の
軍
事
的
支
配
に
ヴ
ェ
ー
ル
を
か
け
て
、
経
済
、
文
化
、
教

育
等
の
施
設
の
充
実
を
通
し
て
植
民
地
支
配
を
滑
ら
か
に
し
よ
う

と
い
う
政
策
で
あ
る
。
す
で
に
満
鉄
に
お
い
て
広
軌
改
築
を
経
験

し
、
文
装
的
武
備
の
思
想
か
ら
し
て
も
後
藤
が
国
鉄
の
広
軌
改
築

を
主
張
す
る
こ
と
は
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
し
か
る
に
大
正
期
は
さ
き
に
も
の
べ
た
通
り
、
第
二
次
大
戦
を

契
機
と
し
た
日
本
経
済
の
飛
躍
的
な
発
展
期
で
あ
り
、
こ
の
結
果

国
鉄
の
輸
送
カ
は
逼
迫
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
当
時
、
広
軌
改

築
を
中
心
と
し
た
幹
線
輸
送
カ
の
拡
充
を
主
張
し
た
の
は
、
後
藤

ば
か
り
で
は
な
く
最
初
に
紹
介
し
た
通
り
、
部
内
に
も
有
力
な
支

持
者
が
い
た
。
こ
れ
は
国
鉄
の
輸
送
カ
が
行
詰
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

　
中
で
も
島
技
監
は
、
満
鉄
と
異
り
、
ダ
イ
ヤ
は
過
密
化
し
、
複

雑
な
条
件
を
も
っ
て
い
る
国
鉄
の
実
情
に
適
応
し
た
現
実
的
な
広

軌
改
築
－
第
三
軌
条
を
は
り
つ
け
、
列
車
運
行
を
一
日
も
休
止
す

る
こ
と
な
く
工
事
を
完
成
す
る
計
蘭
を
横
浜
線
で
実
験
し
て
成
功

し
た
。
そ
こ
で
、
実
行
予
算
を
く
ん
で
大
蔵
省
へ
提
出
す
る
ま
で

に
至
っ
て
い
た
が
、
政
友
会
内
閣
の
成
立
に
よ
り
、
撤
回
さ
れ
て

　
　
＾
9
〕

し
ま
っ
た
。

　
こ
う
し
た
国
鉄
の
広
軌
改
築
に
代
表
さ
れ
る
「
改
艮
主
義
」
は
、

幹
線
輸
送
の
充
実
に
重
点
を
お
き
、
ロ
ー
カ
ル
線
の
建
設
に
は
反

対
な
の
だ
か
ら
国
鉄
経
営
の
自
主
的
な
立
場
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
、
国
鉄
の
歴
史
は
、
建
設
の
当
初
以
来
、
経
営
の
外

部
か
ら
の
圧
カ
ー
介
入
の
歴
史
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
程
で
あ
る
。

も
っ
と
も
露
骨
だ
っ
た
の
は
明
治
期
に
お
け
る
陸
軍
、
犬
正
期
に

入
っ
て
か
ら
は
政
党
で
あ
る
。
建
設
期
の
国
鉄
経
営
の
費
任
者
は
、

外
都
か
ら
の
要
求
と
一
面
妥
協
し
つ
つ
も
、
他
面
国
鉄
経
営
の
自

主
性
を
守
る
た
め
そ
れ
な
り
に
低
抗
し
、
必
ず
し
も
外
部
の
圧
一
刀

に
盲
従
し
な
か
っ
た
。

　
右
の
通
り
に
し
て
、
少
く
と
も
政
友
会
内
閣
成
立
ま
で
の
国
鉄

経
営
の
指
導
者
達
は
、
陸
軍
や
個
別
的
な
資
本
家
、
地
主
に
対
し

て
相
対
的
な
独
自
性
を
発
揮
↓
て
き
た
絶
対
主
義
官
僚
で
あ
っ
た

と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
彼
等
の
鉄
遣
政

策
が
総
体
と
し
て
わ
が
国
の
資
本
主
義
経
済
の
発
達
－
資
本
の
蓄

穣
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。
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天
皇
制
絶
体
主
義
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
西
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の

場
合
と
異
っ
て
、
明
治
維
新
の
お
か
れ
た
特
殊
な
条
件
に
よ
り
資

本
主
義
社
会
の
成
立
後
も
な
ほ
存
続
し
、
戦
争
そ
の
他
の
経
済
外

的
な
条
件
に
よ
っ
て
賀
本
主
義
経
済
の
発
達
を
強
力
に
助
成
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
隈
り
に
お
い
て
、
個
別
的
な
資
本
家

や
地
主
の
要
求
を
無
視
し
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
抵
抗
す
る
場
合
も

あ
り
、
絶
対
主
義
官
僚
に
よ
る
鉄
遺
政
策
は
正
に
こ
れ
に
当
る
の

で
あ
る
。

（
1
）
　
「
目
本
鉄
道
史
」
上
篇
、
六
四
九
－
五
一
頁
。

（
2
）
　
「
日
本
鉄
道
史
」
上
篇
、
三
九
一
－
二
頁
。

（
3
）
　
「
日
本
鉄
道
史
」
上
篇
、
九
一
六
頁
。

（
4
）
　
「
第
一
に
全
国
内
将
来
敷
設
ヲ
要
ス
ル
線
路
ヲ
調
査
シ
其
緩
急

　
順
序
等
ヲ
考
察
ス
ル
亦
タ
緊
急
ノ
事
ナ
ル
ヘ
ク
而
シ
テ
其
調
査
ノ
方

一
法
ハ
各
線
路
二
就
キ
先
ツ
地
形
ノ
大
体
ヲ
案
シ
鉄
道
ヲ
敷
設
シ
得
ヘ

　
キ
ヤ
否
ヤ
ヲ
踏
査
シ
傍
ラ
民
口
、
物
産
等
運
輸
営
業
上
二
関
係
ア
ル

　
蓼
項
ヲ
精
査
シ
直
接
二
鉄
道
ノ
開
通
二
依
テ
起
ル
ヘ
キ
便
益
ヲ
商
量

　
シ
敷
設
ノ
価
値
ア
ル
ヤ
否
ヤ
ヲ
考
究
シ
尚
ホ
線
路
二
依
テ
ハ
数
年
内

　
二
起
エ
ス
ル
ノ
見
込
ア
ル
モ
ノ
ハ
実
地
二
就
キ
予
測
ヲ
要
ス
ル
カ
故

　
二
少
ク
ト
モ
両
三
年
ノ
時
日
ヲ
要
ス
ヘ
キ
見
込
ナ
リ
ト
ス
、
依
テ
ニ

　
五
、
二
六
両
年
度
二
於
テ
継
続
費
ト
シ
テ
全
国
線
路
調
査
費
金
六
万

円
ノ
支
出
ヲ
要
求
ス
」
若
千
滅
額
さ
れ
た
が
つ
ぎ
の
通
り
に
決
定
レ

　
た
。

　
　
　
全
国
鉄
道
線
路
調
査
費

　
合
計
　
　
五
四
、
○
O
○
円

　
　
内
訳
　
二
二
、
五
〇
〇
円
　
明
治
二
五
年
度

　
　
　
　
　
二
七
、
五
〇
〇
円
　
明
治
二
六
年
度

　
　
　
　
　
　
四
、
○
○
○
円
　
明
治
二
七
年
度

　
右
に
も
と
づ
き
鉄
道
庁
に
線
路
取
調
委
員
を
置
き
定
員
を
改
正
し

て
鉄
道
線
路
調
査
の
た
め
技
師
五
名
、
属
一
〇
名
、
技
手
四
〇
名
を

増
加
し
た
。
（
以
上
「
日
本
鉄
遭
史
」
中
篇
、
四
－
五
頁
）

（
5
）
　
木
下
淑
夫
「
国
有
鉄
道
の
将
来
」
一
九
二
四
年
、
三
－
五
頁
。

（
6
）
　
「
後
藤
新
平
」
第
二
巻
、
六
五
九
頁
。

（
7
）
　
「
後
藤
新
平
」
第
二
巻
、
七
六
三
、
七
八
三
－
六
頁
。

（
8
）
　
「
後
藤
新
平
」
第
三
巻
、
六
頁
。

．
（
9
）
　
「
島
安
次
郎
は
国
鉄
車
両
の
父
と
い
わ
れ
、
広
軌
強
硬
論
者
で

　
あ
っ
た
。
十
河
信
二
総
裁
が
、
広
軌
新
幹
線
を
計
画
し
た
と
き
、
住

　
友
金
属
の
重
役
だ
っ
た
安
次
郎
の
息
子
、
秀
雄
を
国
鉄
技
師
長
に
迎

　
え
た
が
こ
の
と
き

　
　
『
父
の
遺
業
を
忠
子
の
君
が
や
る
の
は
、
天
か
ら
与
え
ら
れ
た
義

　
務
だ
』

　
　
と
口
説
き
落
と
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
温
厚
な
紳
士
・
島
技

　
師
長
は
減
収
の
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
、
鉄
遣
技
術
陣
を
指
導
し
た
の
で

　
あ
る
。
」
（
「
交
通
新
聞
」
一
九
七
九
年
九
月
一
九
日
）
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二

日
本
型
保
守
政
党
の
鉄
遣
政
策

　
　
－
原
敬
を
中
心
と
し
て
－

　
　
貞
地
ン

　
原
敬
（
一
八
五
六
－
一
八
二
一
年
）
は
盛
岡
の
出
身
で
、
青
雲

の
志
を
い
だ
い
て
東
京
に
出
て
き
た
。
原
の
耳
に
入
る
の
は
「
白

河
以
北
一
山
百
文
」
で
あ
り
、
西
南
雄
藩
に
よ
り
、
佐
幕
派
東
北

諸
藩
を
蔑
視
し
た
言
葉
で
あ
る
。
し
か
る
に
時
代
は
自
由
民
権
運

働
の
真
最
申
で
あ
り
、
そ
の
集
約
と
も
い
う
べ
き
国
会
開
設
請
願

運
働
に
よ
っ
て
藩
閥
政
府
も
憲
法
の
制
定
を
約
さ
ざ
る
を
得
な
く

な
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
流
れ
は
、
原
の
思
想
に
影
響
し
、
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
〕

世
界
観
と
な
っ
た
「
自
然
の
趨
勢
」
で
あ
る
。
新
聞
記
者
と
な
り

井
上
馨
の
知
遇
を
う
け
、
一
九
〇
〇
年
伊
藤
博
文
が
政
友
会
を
組

織
す
る
や
井
上
の
推
薦
で
入
党
し
、
第
四
次
伊
藤
内
閣
の
逓
信
大

臣
と
な
っ
た
。
「
一
山
百
文
」
出
身
で
は
初
の
大
臣
で
あ
る
。
衆

議
院
議
員
と
な
り
、
以
後
政
友
会
を
い
か
に
し
て
強
化
し
権
カ
の

座
に
つ
く
か
が
、
原
の
人
生
に
お
け
る
最
大
の
目
標
と
な
る
。
こ

れ
が
た
め
「
名
実
と
も
に
『
内
閣
製
造
者
』
で
あ
り
、
ま
た
『
内

　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、

閣
倒
壌
者
』
で
あ
っ
た
。
」
政
党
ぎ
ら
い
の
山
県
有
朋
と
の
対
決

が
次
第
に
正
念
場
を
迎
え
る
。

　
山
県
の
絶
大
な
権
カ
の
基
盤
は
陸
軍
と
と
も
に
内
務
省
で
あ
っ

た
。
全
国
の
知
事
の
人
事
を
左
右
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
ユ
ン
ケ
ル

体
制
の
地
方
組
織
を
模
倣
し
て
「
上
か
ら
」
作
り
上
げ
た
郡
制
は
、

山
県
が
推
進
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
山
県
系
の
勢
カ
の
基

盤
を
堀
り
崩
し
て
行
く
た
め
に
は
、
郡
制
の
廃
止
が
原
の
政
策
と

し
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
明
治
末
年
に
な
る
と
、
郡
制

は
地
方
の
市
町
村
の
経
済
的
な
負
担
に
も
な
っ
て
き
て
お
り
、
郡

を
廃
止
し
地
方
の
「
名
望
家
」
を
政
友
会
に
組
織
し
て
行
く
に
は

鉄
道
の
建
設
が
重
要
な
政
策
と
な
っ
て
き
た
。

　
原
が
各
地
の
政
友
会
の
大
会
に
出
席
し
て
み
る
と
、
ど
こ
に
行

っ
て
も
鉄
適
の
建
設
に
つ
い
て
の
要
望
が
強
い
こ
と
を
知
る
。
た

と
え
ば
一
九
〇
九
年
、
政
友
会
の
東
北
大
会
で
決
議
さ
れ
た
要
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

事
項
十
五
の
内
、
九
は
鉄
遣
の
建
設
で
あ
る
。
第
十
七
議
会
の
召

集
を
前
に
し
た
政
友
会
の
定
期
大
会
に
お
い
て
伊
藤
博
文
は
つ
ぎ

の
よ
う
に
演
説
し
て
い
る
。
「
諸
君
等
に
向
っ
て
も
注
意
を
促
さ

ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
が
、
鉄
遣
問
題
の
如
き
各
議
員
は
今
日
ま

で
皆
自
分
の
地
方
に
銭
の
落
ち
る
こ
と
で
あ
れ
ぱ
、
国
費
の
高
を

問
わ
ず
、
何
で
も
か
で
も
持
出
し
て
引
張
り
合
を
す
る
。
斯
う
い

う
了
簡
が
い
つ
ま
で
も
進
ん
で
は
、
到
底
上
下
共
に
沈
論
の
憂
に

陥
る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
日
本
国
民
に
向
っ
て
飽
く
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
4
）

勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
も
っ
て
当
時
の
情
勢
が
判
る
の
で
あ
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（9）　日本における鉄遣政策の転換

る
。　

伊
藤
と
異
っ
て
原
は
現
実
的
な
政
治
家
で
あ
っ
た
。
「
君
は
理

想
家
で
は
な
く
、
現
実
家
で
あ
っ
た
。
君
に
は
過
去
も
な
く
、
将

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

来
も
な
く
、
只
だ
現
実
の
み
で
あ
っ
た
。
」
鉄
遭
政
策
に
つ
い
て

も
伊
藤
と
は
見
解
を
異
に
し
、
改
良
主
義
者
が
間
魑
に
し
た
よ
う

な
国
鉄
輸
送
や
国
鉄
経
営
の
現
実
の
問
題
点
と
、
そ
の
将
来
等
は

原
敬
の
視
野
の
外
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
原
敬
は
一
九
〇
三
年
五
月
、
衆
議
院
議
貝
と
し
て
議
会
に
お
い
・

て
最
初
の
演
説
を
行
っ
た
が
そ
れ
は
「
鉄
遺
二
関
ス
ル
建
議
案
」

の
説
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
鉄
遣
の
建
設
、
改
良
の
資
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
6
〕

確
保
す
る
た
め
の
独
立
会
計
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
け
っ
し
て
偶
然
で
は
な
く
、
鉄
道
の
建
設
が
原
敬
の
政
治
家

と
し
て
の
活
動
の
重
要
な
分
野
と
な
る
こ
と
意
味
し
て
い
た
。
こ

の
建
議
の
趣
旨
は
、
第
二
次
桂
内
閣
の
後
藤
逓
相
の
下
で
「
帝
国

鉄
遣
会
計
法
」
と
し
て
実
現
し
、
他
方
こ
れ
と
と
も
に
国
鉄
は
逓

信
省
か
ら
分
離
し
て
内
閣
直
属
の
鉄
道
院
と
な
る
。
後
藤
新
平
の

考
想
と
し
て
は
、
鉄
道
院
の
独
立
と
、
国
鉄
特
別
会
計
に
よ
っ
て

国
鉄
運
営
の
国
家
目
的
に
枠
を
は
め
、
政
党
の
圧
カ
を
排
除
せ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
〕

と
意
図
し
た
も
の
と
恩
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
原
敬

の
意
図
し
た
も
の
は
、
後
藤
の
考
想
と
は
反
対
に
、
鉄
遣
特
別
会

計
の
成
立
に
よ
っ
て
、
鉄
遣
運
営
に
対
す
る
一
般
財
政
の
影
響
を

可
及
的
に
排
除
し
、
と
く
に
建
設
資
金
不
足
の
場
合
に
は
鉄
遣
特

別
会
計
の
負
担
に
お
い
て
公
償
を
発
行
し
、
鉄
道
の
建
設
に
対
す

る
政
友
会
の
要
求
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
い
た
い
と
い
う
意
図
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
事
実
、
原
敬
は
最
初
の
人
閣
－
逓
信
大
臣
の
時
、
早
く
も
鉄
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
）

蓮
設
予
算
で
・
渡
辺
国
武
蔵
相
と
対
立
し
、
さ
ら
に
第
二
次
西
園

寺
内
閣
に
お
い
て
内
相
兼
鉄
遭
院
総
裁
と
し
τ
山
本
達
雄
蔵
相
と

対
立
し
、
い
づ
れ
も
辞
職
を
覚
悟
し
て
い
た
。
日
露
戦
争
は
、
戦

争
に
は
勝
っ
た
が
、
賠
償
金
は
と
れ
ず
、
戦
争
の
た
め
の
外
債
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

増
加
し
加
え
て
軍
部
か
ら
軍
傭
再
建
へ
の
ぽ
う
大
な
要
求
が
出
さ

れ
て
い
た
。
こ
こ
に
お
い
て
山
本
蔵
相
は
健
全
財
政
の
立
場
か
ら
、

不
急
の
鉄
道
建
設
費
を
削
滅
し
西
園
寺
首
相
も
こ
れ
を
支
持
し
た

の
で
あ
る
が
、
原
鉄
遺
院
総
裁
の
反
対
が
強
く
、
内
閣
が
危
機
的

状
態
と
な
っ
た
。
結
局
蔵
相
が
撰
歩
し
て
、
一
九
一
二
年
の
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
加
）

に
鉄
道
建
設
費
と
し
て
六
、
○
O
○
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。
さ
ら

に
後
に
な
る
と
、
憲
政
会
の
加
藤
高
明
内
閣
の
時
代
、
緊
縮
財
政

の
た
め
前
清
浦
内
閣
の
時
代
に
作
成
し
た
鉄
遣
建
設
費
六
、
七
〇

〇
万
円
を
三
、
三
〇
〇
万
円
に
縮
少
し
た
。
こ
の
時
の
鉄
遣
大
臣

は
仙
石
貢
で
あ
る
が
、
政
友
会
が
猛
烈
に
反
対
し
、
五
、
四
〇
〇
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万
円
程
度
に
増
額
せ
よ
と
主
張
し
、
仙
石
鉄
相
は
面
目
に
か
け
て

も
四
千
万
円
は
譲
れ
な
い
と
反
対
し
、
政
局
は
緊
迫
し
た
。
結
局

四
、
六
〇
〇
万
円
で
妥
結
し
た
が
、
こ
の
予
算
に
よ
っ
て
新
た
に

着
工
の
決
っ
た
一
四
線
は
い
づ
れ
も
党
利
党
略
の
こ
い
も
の
で
あ

つ
一
ヂ

　
ナ
　
こ
れ
よ
り
先
、
年
々
増
大
す
る
鉄
遺
建
設
費
を
賄
う
た
め
に
、

第
二
次
桂
内
閣
が
設
け
た
国
債
整
理
基
金
会
計
が
、
一
九
〇
九
年

以
降
三
、
○
O
○
万
円
を
減
じ
て
二
、
○
O
O
万
円
を
鉄
道
特
別

会
計
へ
く
り
入
れ
、
さ
ら
に
原
内
閣
の
時
代
に
入
る
と
、
一
九
二

〇
年
以
降
、
二
三
年
ま
で
国
債
整
理
償
還
基
金
へ
の
く
り
入
れ
を

停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
以
上
の
通
り
に
し
て
、
政
友
会
の
鉄
遣
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壼
）

設
政
策
は
財
政
の
合
理
化
と
し
ば
し
ぱ
対
立
し
た
。

　
明
治
の
中
期
以
降
、
経
済
－
財
政
政
策
に
つ
い
て
は
、
内
閣
の

背
後
か
ら
す
る
元
老
井
上
馨
（
三
井
顧
問
）
と
松
方
正
義
の
影
響

が
大
き
く
、
成
沢
光
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
財
政

政
策
の
定
立
に
つ
い
て
、
井
上
、
松
方
の
も
っ
て
い
た
威
信
は
何

に
も
と
づ
い
て
い
た
か
。
か
れ
ら
が
財
政
官
僚
と
し
て
『
殖
産
興

業
』
政
策
を
推
進
し
て
き
た
過
程
に
由
い
て
形
成
さ
れ
た
財
界
と

の
つ
な
が
り
で
あ
る
。
財
界
は
こ
れ
ら
元
老
を
通
じ
て
そ
の
利
害

関
心
を
政
治
過
程
に
投
影
し
よ
う
と
し
、
元
老
は
財
界
に
対
す
る

影
響
カ
を
背
景
に
し
て
政
党
内
閣
の
財
政
、
経
済
政
策
を
製
肘
し

た
。
し
か
も
小
論
の
対
象
と
す
る
日
露
戦
争
後
の
時
期
に
お
け
る

財
界
の
要
求
は
財
政
の
整
理
に
あ
っ
た
か
ら
、
元
老
は
『
健
全
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
1
3
〕

政
』
主
義
を
も
っ
て
政
友
会
の
『
積
極
主
義
』
に
対
抗
し
た
。
」

　
第
一
次
西
園
寺
内
閣
の
蔵
相
阪
谷
芳
郎
は
井
上
の
推
薦
で
大
蔵

官
僚
か
ら
就
任
し
、
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
蔵
相
山
本
達
雄
は
、

日
銀
や
勧
銀
総
裁
の
経
験
者
で
あ
っ
た
。
井
上
や
松
方
が
老
衰
化

し
て
か
ら
は
、
立
憲
同
志
会
や
そ
の
後
身
た
る
憲
政
会
に
参
加
し

た
大
蔵
官
僚
出
身
者
（
若
槻
礼
次
郎
、
浜
口
雄
幸
、
井
上
準
之
助

ら
）
に
よ
っ
て
う
け
つ
が
れ
、
建
全
財
政
主
義
は
、
引
続
き
政
友

会
の
積
極
財
政
と
対
立
し
て
行
っ
た
。

　
日
露
戦
争
を
前
後
し
て
、
わ
が
国
の
資
本
主
義
国
家
と
し
て
の

階
級
構
成
は
ほ
ぼ
完
成
す
る
。
中
村
政
則
氏
は
こ
の
点
つ
ぎ
の
よ

う
に
の
べ
て
い
る
。
「
日
露
『
戦
後
経
営
』
を
展
開
す
る
に
当
っ

て
『
桂
園
内
閣
』
が
最
も
頭
を
悩
ま
し
た
問
題
は
、
財
政
危
機
の

間
題
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
皇
制
官
僚
、
ブ
ル
ジ
目
ア
ジ
ー
、
地
主

の
三
者
の
政
治
的
対
立
と
妥
協
の
構
図
が
最
も
鮮
明
な
形
を
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
と

て
あ
ら
わ
れ
た
の
も
こ
の
財
政
間
題
の
点
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
」

政
友
会
に
よ
る
鉄
道
建
設
問
題
は
、
こ
う
し
た
ブ
ル
ジ
菖
ア
ジ
ー

対
地
主
と
い
う
権
カ
構
造
に
お
け
る
矛
盾
、
対
立
の
一
環
で
あ
っ

10



7

（11）　目本における鉄道政策の転換

た
。　
と
こ
ろ
で
、
財
界
の
指
導
部
は
国
鉄
の
輸
送
や
運
営
に
つ
い
て

は
、
ど
ん
な
考
え
を
も
っ
て
い
た
の
か
。
三
菱
の
経
営
す
る
九
州

鉄
道
の
社
長
を
や
り
、
三
菱
系
の
政
治
家
と
な
っ
た
仙
石
貢
は
鉄

道
院
総
裁
に
就
任
し
、
原
敬
ら
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
て
い
た
鉄
道

広
軌
改
築
調
査
会
を
再
開
し
調
査
会
は
、
強
度
広
軌
（
広
軌
に
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
毫

て
車
体
を
拡
大
す
る
方
式
）
を
決
め
た
。
又
仙
石
は
、
憲
政
会
に

よ
る
加
藤
（
高
）
、
若
槻
内
閣
で
鉄
遣
大
臣
と
な
る
が
政
友
会
の
要

求
す
る
鉄
道
建
設
費
を
削
減
し
、
対
立
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り

で
あ
る
。
こ
の
点
注
目
さ
れ
る
の
は
、
三
井
物
産
の
基
礎
を
築
く

と
と
も
に
多
年
に
互
り
三
井
財
閥
の
総
師
で
あ
っ
た
益
田
孝
の
意

見
で
あ
る
。
原
敬
日
記
に
よ
る
と
、
「
野
田
卯
太
郎
を
介
し
て
三

井
倶
楽
部
に
て
益
田
孝
、
徳
宮
猪
一
郎
と
余
と
松
田
正
久
並
に
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

田
と
午
餐
を
倶
に
せ
り
、
益
田
は
戦
後
幸
に
償
金
を
得
ば
鉄
道
国

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

有
と
鉄
遣
広
軌
に
改
正
を
断
行
し
た
し
と
云
ふ
に
は
、
広
軌
に
改

む
る
事
は
之
を
子
孫
の
事
業
に
譲
る
の
外
な
か
る
べ
し
、
鉄
道
国

有
は
或
は
償
金
を
得
ざ
れ
ぱ
却
て
実
行
せ
ざ
る
を
得
ざ
る
こ
と
あ

ら
ん
、
償
金
を
得
ぱ
其
儘
欧
米
に
預
け
置
き
、
其
信
用
を
以
て
各

事
業
の
改
良
を
図
る
こ
と
得
策
な
り
と
云
へ
り
、
近
頃
井
上
伯
な

ど
も
国
有
説
に
傾
き
た
る
由
に
内
聞
す
れ
ぱ
、
政
府
或
は
之
が
提

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
珊
〕

議
を
な
す
も
知
れ
ず
と
思
は
る
。
L
と
記
さ
れ
、
益
田
孝
の
意
見
は
、

鉄
遣
の
国
有
化
と
広
軌
改
築
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
わ
が
国
の
場
合
、
次
項
で
の
べ
る
特
殊
な
歴
史
的
条

件
か
ら
し
て
日
本
的
な
鉄
道
－
交
通
政
策
が
成
立
し
、
原
敬
に
よ

る
政
友
会
内
閣
に
よ
っ
て
一
九
二
〇
年
制
定
さ
れ
た
改
正
鉄
遣
敷

設
法
が
そ
の
集
約
で
あ
る
。

　
政
友
会
内
閣
は
、
広
軌
改
築
－
改
良
主
義
を
正
式
に
廃
棄
す
る

と
と
も
に
、
一
躍
一
四
九
線
、
一
〇
、
二
二
一
キ
ロ
（
当
時
の
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

設
線
は
一
〇
、
六
四
四
キ
ロ
）
に
及
ぷ
ぼ
う
大
な
新
線
建
設
を
も

り
こ
ん
だ
の
か
、
こ
の
時
の
改
正
鉄
道
敷
設
法
で
あ
り
、
現
在
で

も
こ
の
法
偉
に
も
と
づ
い
て
新
線
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
一
八
九
二
年
の
鉄
遣
敷
設
法
は
、
す
で
に
の
べ
た
通
り
、
予
算

を
と
り
建
設
予
定
線
の
事
前
調
査
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
右

の
改
正
鉄
遭
敷
設
法
に
よ
る
一
四
九
線
は
何
ら
事
前
の
調
査
は
な

く
、
各
代
議
士
の
選
挙
地
盤
を
中
心
と
し
た
一
夜
作
り
の
「
我
閏

引
鉄
」
案
で
あ
っ
た
。
政
友
会
内
閣
の
成
立
と
と
も
に
鉄
道
院
総

裁
を
や
め
た
中
村
是
公
は
、
賛
族
院
に
お
け
る
改
正
鉄
道
敷
設
法

審
議
の
委
貝
会
に
お
け
る
質
間
の
中
で
こ
の
法
偉
通
過
の
た
め
に
、

全
国
か
ら
多
数
の
陳
情
団
が
上
京
し
て
東
京
の
宿
屋
が
満
員
に
な

〃
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っ
た
と
皮
肉
を
と
ぱ
し
て
い
た
（
一
九
二
一
年
三
月
二
四
日
）
。

も
っ
て
一
半
の
情
勢
が
判
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
三
谷
太
一
郎
「
目
本
政
党
政
治
の
形
成
」
一
九
六
七
年
、
一
六

　
　
－
二
〇
頁
参
照
。

　
（
2
）
　
岡
義
武
「
山
県
有
朋
」
一
九
五
八
年
、
1
。

　
（
3
）
　
有
泉
貞
夫
「
明
治
政
治
史
の
基
礎
構
造
」
一
九
八
○
年
、
三
二

　
　
八
頁
。

　
（
4
）
，
前
掲
「
目
本
政
党
政
治
の
形
成
」
　
ニ
ニ
五
頁
。

　
（
5
）
　
岡
義
武
「
近
代
日
本
の
政
治
家
」
一
九
七
九
年
、
ニ
ニ
九
頁
。

　
（
6
）
　
「
鉄
適
改
良
、
鉄
遭
独
設
ト
イ
フ
コ
ト
ハ
数
年
以
前
ヨ
リ
ソ
ノ

　
　
計
画
二
相
成
ツ
テ
オ
リ
マ
ス
ル
ガ
、
此
財
源
二
関
シ
テ
ハ
度
々
動
揺

　
　
ヲ
来
シ
テ
居
ル
、
或
時
ハ
公
債
募
集
ノ
難
キ
ガ
タ
メ
ニ
事
業
繰
延
ト

　
　
ナ
リ
、
或
時
ハ
普
遜
財
源
ヨ
リ
支
出
致
シ
マ
シ
テ
モ
、
共
財
源
ノ
不

　
　
足
ノ
タ
メ
ニ
、
又
他
二
遣
繰
ヲ
ス
ル
檀
リ
デ
ァ
リ
マ
ス
、
斯
ノ
如
キ

　
　
有
様
ヲ
以
テ
、
鉄
適
ノ
改
良
並
二
建
設
ヲ
致
シ
テ
、
国
家
ノ
発
達
ノ

　
　
土
、
最
モ
必
要
ナ
事
業
ヲ
遂
行
致
ス
ト
云
フ
コ
ト
ハ
、
甚
ダ
難
イ
コ

　
　
ト
、
本
員
ハ
信
ジ
マ
ス
、
故
二
将
来
二
於
テ
ハ
、
此
鉄
道
改
良
並
二

　
建
設
ト
申
ス
コ
ト
ニ
就
イ
テ
、
其
ノ
賞
金
ハ
鉄
適
自
ラ
得
ル
所
ノ
益

　
金
ヲ
以
テ
、
支
弁
シ
タ
イ
ト
考
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
、
鉄
遣
ノ
益
金

　
　
ハ
御
承
知
ノ
通
リ
、
年
々
増
加
シ
マ
ス
ガ
英
益
金
二
属
ス
ル
分
ハ
大

　
蔵
省
ノ
収
入
ト
ナ
リ
、
更
二
之
二
要
ス
ル
所
ノ
費
用
ヲ
支
出
ス
ル
手

　
続
ニ
ナ
ル
ガ
タ
メ
ニ
、
度
々
財
源
ノ
動
揺
ヲ
免
レ
ヌ
有
様
デ
ァ
ル
、

　
故
二
此
方
針
ヲ
改
メ
テ
、
鉄
道
ハ
自
ラ
得
ル
所
ノ
利
益
ヲ
以
テ
、
之

　
　
二
充
テ
タ
イ
ト
イ
フ
趣
意
二
過
ギ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
「
目
本
国

　
有
鉄
適
百
年
史
」
通
史
、
一
九
七
四
年
、
ニ
ハ
四
頁
。

（
7
）
　
前
掲
「
日
本
政
党
政
治
の
形
成
」
　
一
五
一
頁
以
下
参
照
。

（
8
）
　
「
明
治
末
期
か
ら
政
党
（
政
友
会
）
は
、
地
方
民
の
鉄
遣
敷
設

　
要
求
を
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
『
党
勢
拡
張
』
を
促
進
し
た
。

　
こ
れ
を
可
能
に
し
た
条
件
は
、
制
度
的
に
は
、
鉄
遣
国
有
化
（
明
治

　
三
九
－
四
三
年
）
と
帝
国
鉄
道
会
計
法
の
成
立
（
明
治
四
三
年
）
で

　
あ
り
、
ま
た
そ
の
運
用
者
と
し
て
の
政
党
の
政
権
へ
の
接
近
で
あ
っ

　
た
。
国
有
化
に
よ
っ
て
全
国
の
主
要
鉄
道
は
、
国
家
に
独
占
さ
れ
、

　
政
権
掴
当
者
に
よ
っ
て
操
作
さ
れ
う
る
条
件
の
下
に
お
か
れ
た
。
更

　
に
、
鉄
遺
会
計
を
一
般
会
計
か
ら
き
り
離
し
、
鉄
遣
益
金
を
基
礎
と

．
す
る
独
立
会
計
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
財
政
的
裏
付
が
な
さ

　
れ
た
。
」
成
沢
光
「
原
内
閣
と
第
一
次
大
戦
後
の
国
内
状
況
H
」
「
法

　
学
志
林
」
第
六
六
巻
、
二
号
、
五
三
－
四
頁
。

（
9
）
　
「
原
敬
日
記
」
明
治
三
四
年
四
月
七
目
。

（
1
0
）
　
「
原
敬
日
記
」
明
治
四
四
年
十
二
月
二
二
－
二
四
日
。
な
ほ
今

　
井
瀦
一
「
日
本
近
代
史
」
皿
、
　
一
九
七
七
年
、
七
八
頁
参
照
。

（
u
）
　
木
坂
順
一
郎
「
革
新
倶
楽
部
論
」
井
上
滴
編
「
大
正
期
の
政
治

　
と
社
会
」
　
一
九
六
九
年
、
三
二
七
頁
。

（
1
2
）
　
前
掲
「
原
内
閣
と
第
一
次
大
戦
後
の
国
内
状
況
O
」
五
四
－
五

　
頁
。

（
1
3
）
　
前
掲
「
原
内
閣
と
第
一
次
犬
戦
後
の
国
内
状
況
O
」
八
頁
。

（
1
4
）
　
中
村
政
則
「
近
代
天
皇
制
の
確
立
」
「
目
本
国
家
史
」
近
代
u

　
一
九
七
六
年
、
一
九
頁
。

（
∬
）
　
前
掲
「
目
本
政
党
政
治
の
形
成
」
一
六
七
買
。

〃
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．
（
1
6
）
　
「
原
敬
日
記
」

明
治
三
八
年
六
月
三
〇
日
、
傍
点
大
島
。

一
一
一
　
目
本
的
鉄
道
政
策
の
基
盤

　
す
で
に
の
べ
た
よ
う
に
、
広
軌
改
築
を
柱
と
す
る
後
藤
新
平
の

鉄
道
政
策
は
、
彼
独
特
の
「
文
装
的
武
備
」
と
い
う
性
楕
を
も
ち

乍
ら
も
、
こ
れ
を
国
内
の
交
通
・
運
輸
の
歴
史
の
中
で
展
望
す
る

時
、
彼
の
政
策
は
け
っ
し
て
孤
立
し
て
現
れ
た
も
の
で
は
な
く
し

て
、
初
代
の
鉄
遺
頭
非
上
勝
以
来
の
絶
対
主
裁
官
僚
に
よ
る
鉄
遭

政
策
の
集
約
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
政
友
会
内
閣
の
成
立
に
よ

る
鉄
道
政
策
の
転
換
は
、
そ
の
土
台
に
わ
が
国
の
政
治
構
造
そ
の

も
の
の
変
動
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
政
治
－
権

カ
構
造
の
変
動
の
現
れ
と
み
る
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
る
。
．
と
こ
ろ
で
こ
の
点
に
つ
い
て
は
先
学
に

よ
る
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
、
論
述
の
順
序
と
し
て

一
応
の
べ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　
一
八
八
九
年
に
憲
法
は
制
定
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
薩
長
中
心
の

元
老
に
よ
る
政
治
が
続
き
、
民
衆
の
こ
れ
に
対
す
る
低
抗
運
働
は

保
安
条
令
や
治
安
讐
察
法
に
よ
っ
て
弾
圧
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

日
露
戦
争
を
境
に
し
て
情
勢
は
変
化
し
て
く
る
。
一
九
〇
五
年
八

月
の
講
和
条
約
反
対
国
民
大
会
は
旧
比
谷
焼
打
事
件
と
し
て
暴
動

化
し
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
序
幕
と
な
る
。
一
九
〇
六
年
に
は

東
京
で
電
車
賃
値
上
げ
反
対
の
大
き
な
デ
モ
が
起
り
、
さ
ら
に
一

九
二
年
暮
に
は
電
車
会
社
の
解
散
手
当
を
廻
っ
て
争
議
と
な
り
、

二
一
年
の
元
且
は
東
京
市
電
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
明
け
る
。
一
九
〇

八
年
商
業
会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
中
小
経
営
者
の
三
悪
税
（
織

物
消
費
税
、
通
行
税
、
塩
専
売
制
）
反
対
闘
争
が
起
り
、
藩
閥
政

治
反
対
の
代
議
士
も
こ
れ
に
同
調
し
て
政
府
の
財
政
政
策
に
対
す

る
反
対
運
働
が
展
開
さ
れ
、
こ
れ
が
第
一
次
憲
政
擁
謹
運
働
へ
の

　
、
　
　
、
　
　
、

地
な
ら
し
と
な
る
。
こ
う
し
た
情
勢
に
お
い
て
一
九
二
二
年
春
軍

部
の
横
車
で
第
二
次
西
園
寺
内
閣
が
倒
れ
、
三
た
ぴ
桂
内
闘
が
成

立
す
る
や
民
衆
の
デ
モ
隊
は
議
会
を
包
囲
し
、
桂
内
閣
は
在
任
僅

か
五
三
日
に
し
て
総
辞
職
に
追
い
こ
ま
れ
、
こ
の
時
、
原
敬
は
日

記
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
「
此
く
の
如
き
形
勢
に
馴
致

し
た
る
は
桂
が
其
方
針
を
誤
り
た
る
と
民
心
は
日
露
戦
争
後
漸
く

変
化
し
居
た
る
と
に
原
因
し
た
る
は
争
ふ
べ
か
ら
ざ
る
事
実
な

＾
1
〕
り
。
」
日
露
戦
後
に
お
け
る
こ
う
し
た
民
衆
の
低
抗
闘
争
の
発
展

の
中
か
ら
一
九
一
八
年
米
騒
動
の
勃
発
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
米
騒
動
は
、
け
っ
し
て
偶
発
的
な
事
件
で
は
な
く
、
ま
た
単
な

る
モ
ヅ
ブ
で
も
な
く
、
起
る
べ
く
し
て
起
っ
た
も
の
で
あ
り
、
大

正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
歴
史
－
さ
ら
に
い
え
ば
わ
が
国
の
民
主
主
義

13
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運
働
史
上
の
画
期
的
な
事
件
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
第
一
次
大
戦
に

よ
る
「
成
金
」
景
気
を
よ
そ
に
、
民
衆
の
生
活
は
米
価
に
象
徴
さ

れ
る
よ
う
に
け
っ
し
て
楽
な
も
の
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
条
件
の

下
に
お
い
て
、
既
成
の
政
治
勢
カ
の
指
導
を
う
け
る
こ
と
な
く
民

衆
自
身
に
よ
っ
て
立
ち
上
っ
た
生
活
擁
謹
闘
争
で
あ
っ
た
。
そ
の

具
体
的
な
要
求
は
新
聞
、
雑
誌
等
に
よ
っ
て
代
弁
さ
れ
、
要
す
る

に
専
制
的
な
政
治
機
構
の
民
主
化
－
当
時
の
条
件
に
即
し
て
い
え

ば
天
皇
制
絶
対
主
義
の
立
憲
君
主
制
へ
の
改
革
を
要
求
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
大
戦
に
よ
る
費
本
主
義
経
済
の
発
展
に
よ

っ
て
増
加
し
て
き
た
労
働
者
と
、
広
は
ん
な
都
市
の
中
間
層
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
米
騒
動
は
、
シ
ベ
リ
ア

出
兵
－
社
会
主
義
干
渉
戦
争
へ
の
低
抗
の
意
味
を
も
っ
て
い
た
し
、

こ
れ
が
た
め
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
は
敗
北
し
、
後
年
の
軍
縮
会
議
へ

の
底
流
と
な
っ
て
行
く
。
さ
ら
に
米
騒
動
は
増
加
し
て
き
た
労
働

者
階
級
に
階
級
的
な
自
信
を
与
え
、
労
働
運
働
の
発
展
に
拍
車
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
）

か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
大
正
デ
モ
ク
ヲ
シ
ー
の
頂
点
と
も
い
う
べ
き
米
騒
動
と
い
う
国

民
大
衆
の
低
抗
に
よ
っ
て
、
天
皇
制
絶
対
主
義
－
元
老
政
治
の
最

　
　
、
　
　
、

後
の
き
り
札
と
も
い
う
べ
き
長
州
閥
の
陸
軍
大
将
寺
内
正
毅
首
相

は
辞
職
に
追
い
こ
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
わ
が
国
は
じ

め
て
の
本
椿
的
な
政
党
内
閣
1
「
平
民
宰
相
」
原
敬
を
首
相
と
す

る
政
友
会
内
閣
が
成
立
し
た
。
こ
れ
が
た
め
絶
対
主
義
官
僚
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
3
）

る
交
通
政
策
は
、
実
現
の
推
進
力
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
後
藤
新
平
の
鉄
遭
政
策
は
、
「
文
装
的
武
備
」
の
意
図
を
も
ち

乍
ら
も
、
国
内
的
条
件
に
即
し
て
い
え
ぱ
第
一
次
大
戦
に
よ
る
日

本
経
済
の
画
期
的
発
展
に
よ
る
輸
送
の
危
機
に
直
面
し
、
国
鉄
の

将
来
を
展
望
し
た
資
本
家
的
な
合
理
性
を
も
っ
た
再
建
策
で
あ
っ

た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
廃
棄
に
よ
り
国
鉄
輸
送
は
三
吠
六
吋
と

い
う
植
民
地
型
の
ゲ
ー
ヂ
を
、
四
吠
八
吋
五
と
い
う
先
進
国
並
の

標
準
軌
条
に
改
築
の
機
会
を
失
し
、
こ
れ
が
た
め
国
鉄
の
現
場
で

は
「
運
転
人
は
秒
を
守
れ
」
と
い
う
運
働
を
起
し
、
過
密
ダ
イ
ヤ

の
設
定
そ
の
他
日
本
的
な
輸
送
方
法
に
よ
っ
て
増
加
す
る
輸
送
に

対
応
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
国
鉄
輸
送
の
根
本
問
題
と
な
っ
て
い

＾
4
〕

る
o　

明
治
の
末
年
・
政
党
は
多
か
れ
少
か
れ
、
そ
の
指
導
都
は
財

界
・
大
地
主
層
と
結
び
つ
い
て
い
た
が
、
選
挙
地
盤
に
お
い
て
政

友
会
は
憲
政
本
党
、
国
民
党
に
対
比
し
、
農
村
が
中
心
で
あ
っ
た
。

衆
議
院
の
議
席
数
を
み
る
叱
、
第
2
表
の
通
り
、
第
七
回
（
一
九

〇
三
年
）
の
選
挙
以
来
、
第
十
三
回
の
選
挙
ま
で
三
八
○
名
前
後

μ
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で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
内
、
都
市
部
選
出
の
議
員
数
は
八
○
名

弱
に
す
ぎ
ず
、
全
体
の
八
○
％
は
農
村
部
の
選
出
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
は
わ
が
国
の
選
挙
が
一
九
二
八
年
の
普
選
実
施
ま
で
は
制

限
選
挙
だ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
有
権
者
は
直
接
国
税
の
納
入
者
に

第2表 衆議院議席数・有権者数の推移

年次（総選挙回数） 議席 有権者数 人口比（単位千人）
総人口

％ （単位千人）

1890・7、ユ（第1回） 300 453 1．1 40．072

ユ898・ふ15（第5回） 300 453 1．O 46．454

1902・8．ユ0（第ア回） 376 983 2．0 49，047

！904・3・1（第g回） 3ア9 762 ユ．5 50，299

1908・5、ユ5（第！0回） 379 1，590 2．5 63242　’

1912・5・15（第！1回） 381 1，506 2．1 71，083

1915・3．25（第12回） 381 1，5ア6 2．1 75，030

1917・4・20（第13回） 381 1，469 1．9 η，401

1920・5・10（第14回） 464 3，088 4．0 η，928

1924・5・10（第15回） 464 3，344 4．1 82，469

1928・2・20（第16回）　（普選第1回） 466 13，538 14．4 87，211

注）小山仁示編「犬正期の樋カと民衆」1980年，262頁

眼
ら
れ
、
明
治
、
大
正
期
を
通
じ
て
直
接
国
税
と
し
て
は
地
租
の

納
入
者
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
そ
の
中
心
は
農
村
の
地
主
、
自
作
農

上
層
で
あ
っ
た
。
け
だ
し
、
明
治
末
の
農
家
の
三
分
の
一
強
は
五

反
歩
以
下
と
い
う
零
細
過
少
農
経
営
で
あ
り
、
水
田
の
過
半
は
小

作
地
で
、
農
家
の
四
分
の
一
は
小
作
で
、
四
〇
％
は
自
小
作
と
い

う
状
態
で
あ
っ
た
。
第
2
表
を
み
る
と
一
九
〇
二
年
に
有
権
者
が

約
二
倍
に
増
伽
す
る
が
、
こ
れ
は
基
準
め
税
額
を
十
五
円
か
ら
十

円
に
引
き
下
げ
た
か
ら
で
、
そ
れ
で
も
当
時
の
国
民
総
人
口
の
二

％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
っ
ぎ
に
一
九
〇
八
年
に
も
有
権
者
が
二
倍

に
増
加
す
る
が
、
こ
れ
は
日
露
戦
争
に
伴
う
非
常
特
別
税
の
た
め

で
あ
っ
て
、
三
谷
太
一
郎
氏
は
、
原
敬
の
交
通
－
鉄
道
政
策
の
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

開
は
こ
の
増
加
し
た
階
層
を
意
識
し
た
も
の
だ
と
の
べ
て
い
る
。

　
そ
の
後
一
九
一
九
年
、
原
内
閣
は
普
選
対
策
を
も
合
め
て
有
権

者
資
格
を
納
税
額
一
〇
円
か
ら
三
円
に
引
き
下
げ
、
同
時
に
小
選

挙
区
制
を
導
入
し
衆
議
院
の
議
席
数
を
三
八
一
名
か
ら
四
六
四
名

へ
と
増
加
し
た
。
こ
の
結
果
、
有
権
者
は
一
四
六
万
か
ら
三
〇
八

万
へ
と
二
．
一
倍
に
増
加
し
た
が
、
所
得
税
と
営
業
税
の
免
税
点

の
関
係
か
ら
新
有
権
者
の
圧
頭
的
な
部
分
は
や
は
り
農
村
で
、
都

市
部
で
は
、
有
権
者
は
一
一
万
人
し
か
増
加
し
な
か
っ
た
。
こ
れ

が
た
め
一
九
二
〇
年
の
選
挙
で
は
鉄
道
政
策
そ
の
他
の
選
挙
対
策

∬
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第3表代議士の職業（第フー15回）

総　選　挙

第7回（1902）

第8回（1903）

第g回（1904）
第10回（1908）

第11回（1212）

第12回（1915）

第13回（1917）

第14回（1920）

第15回（1924）

官軍医著弁銀会商農工鉱漁諸運無そ不
　　師述
　　基二護行社　林　山教送の
　　剤記
吏人師者士員貝業業業業業員業職他詳

7397511993512097000562321
1498！6161334126　9600　07223　0
01313161614351328400073230
017！78819341046600089240
ア042215155517802900077300
8023ユユ4145132818655073110
10ユ528885319ア9896647316C3008257789369315124606560
12　　3　14　30　　4　　4　96　29　　83　ユ8　　5　　1　　9　　5　79　12

合

計

376

376

3ア9

379

381

381

381

464

464

（注〕升味鞭之輔「日本政党史論」第四巻，1968年，302頁

の
巧
妙
さ
も
手
伝
っ
て
政
友
会
の
当
選
者
は
一
六
二
名
か
ら
二
八

二
名
へ
と
一
二
〇
名
も
増
加
し
、
そ
れ
は
議
員
定
数
の
増
加
数
八

○
名
を
は
る
か
に
上
廻
り
、
政
友
会
は
衆
議
院
で
絶
対
多
数
を
占

め
た
の
で
あ
る
。

　
参
考
ま
で
に
第
3
表
を
掲
げ
て
お
く
。
一
九
〇
二
年
の
第
七
回

か
ら
一
九
二
四
年
の
第
十
五
回
ま
で
の
総
選
挙
に
よ
る
代
議
士
の

職
業
を
調
べ
た
も
の
で
あ
り
無
職
－
職
業
政
治
家
？
を
除
く
と

「
農
林
業
」
が
多
く
、
一
九
〇
四
年
ま
で
は
全
体
の
三
分
の
一
を

こ
え
て
い
る
。
興
味
が
あ
る
の
は
大
正
期
に
入
り
、
と
く
に
第
一

次
犬
戦
後
「
会
社
員
」
1
資
本
家
層
？
が
増
加
し
、
一
九
二
四
年

に
は
「
農
林
業
」
を
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る
。

　
　
わ
が
国
の
農
村
は
、
い
わ
ゆ
る
共
同
体
的
な
特
質
を
も
っ
た
村

　
落
を
形
成
し
、
そ
の
中
心
が
地
主
層
で
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
通

．
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
主
達
の
全
国
的
組
織
－
帝
国
農
会
は
一

　
九
〇
三
年
に
組
織
さ
れ
、
階
級
と
し
て
自
立
し
、
原
敬
は
政
友
会

　
の
勢
カ
増
大
の
た
め
意
識
的
に
農
会
と
の
接
触
を
図
っ
た
の
で
あ

　
＾
6
）

　
る
。

　
　
由
来
、
鉄
道
の
建
設
は
商
品
の
流
通
、
地
個
の
上
昇
や
山
林
、

　
各
種
の
埋
蔵
物
の
騰
貴
ぱ
か
り
で
た
く
、
文
化
の
交
流
等
々
各
地

16
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域
社
会
に
い
ろ
い
ろ
な
影
響
を
与
え
る
の
で
階
級
の
い
か
ん
を
問

わ
ず
、
地
方
の
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
こ
れ
を
歓
迎
す
る
。
し
か
し
・

そ
れ
だ
け
で
は
政
党
が
鉄
遣
の
建
設
に
熱
心
に
な
る
わ
け
で
は
な

く
、
明
治
の
中
期
以
降
、
各
地
域
社
会
の
選
挙
権
を
も
っ
た
「
名

望
家
」
－
地
主
層
が
鉄
遣
の
建
設
を
強
く
要
求
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
「
我
田
引
鉄
」
と
い
わ
れ
る
わ
け
で
、
原
敬
が
政
友
会
の
勢

カ
を
強
化
し
て
行
く
た
め
に
郡
制
の
廃
止
と
と
も
に
、
鉄
遭
の
蓮

設
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
は
、
地
方
村
落
の
支
配
階
級
た
る
地
主
層

を
掌
握
す
る
た
め
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
わ
が
国
の
地
主
層
は
、
明
治
の
中
期
以
降
具
体
的

に
は
ど
う
い
う
理
由
に
よ
っ
て
「
我
田
引
鉄
」
を
要
求
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
か
。

　
山
田
盛
太
郎
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
耕
作
者
た

る
の
資
格
に
対
す
る
土
地
所
有
者
た
る
の
資
椿
の
、
役
割
が
、
圧

倒
的
に
巨
大
な
る
こ
と
。
－
…
右
の
点
に
鑑
み
て
。
一
町
歩
（
日

本
内
地
の
農
家
二
戸
当
り
平
均
耕
作
面
積
）
耕
作
の
小
作
者
十
人

分
の
取
前
合
計
は
、
只
だ
五
町
歩
の
土
地
所
有
に
依
食
す
る
地
主

一
人
の
取
前
に
等
し
い
。
：
…
・
鼓
に
、
土
地
所
有
者
の
寄
食
化
傾

向
と
、
自
耕
に
対
す
る
障
碍
、
自
耕
よ
り
依
食
化
へ
の
普
遍
的
傾

　
　
　
　
　
＾
こ

向
と
を
看
取
せ
よ
。
し

　
労
働
価
値
説
が
分
析
す
る
よ
う
に
地
主
、
農
業
資
本
家
、
農
業

労
働
者
と
い
う
三
つ
の
階
級
が
成
立
す
る
西
欧
の
先
進
資
本
主
義

国
と
異
っ
て
、
わ
が
国
の
場
合
、
半
封
建
的
な
生
産
関
係
の
残
存

に
よ
り
、
と
く
に
地
主
と
小
作
人
の
場
合
、
重
い
年
貢
－
大
巾
な

現
物
地
代
が
収
取
さ
れ
、
こ
れ
が
た
め
地
主
は
農
業
生
産
の
合
理

化
か
ら
撤
退
し
、
．
土
地
所
有
の
拡
大
と
収
取
さ
れ
た
米
の
販
売
価

格
と
、
産
業
へ
の
投
資
に
最
大
の
関
心
を
も
つ
に
至
る
の
で
札
犯
。

こ
う
し
て
寄
生
化
し
た
地
主
に
よ
る
一
般
産
業
へ
の
投
資
は
、
わ

が
国
の
場
合
、
産
業
資
本
の
蓄
積
に
対
す
る
璽
要
な
資
金
源
と
な

り
、
こ
の
反
面
、
農
業
生
産
の
現
場
は
二
宮
金
次
郎
型
の
労
働
強

化
を
土
台
と
し
て
、
耕
作
面
積
に
関
係
の
な
い
種
子
の
改
良
と
金

肥
の
投
入
が
中
心
と
な
る
。

　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
日
露
戦
争
。
後
顕
著
に
な
っ
て
き
て
、
こ
れ

が
、
さ
き
に
指
摘
し
た
選
挙
権
者
増
大
に
対
す
る
原
敬
－
政
友
会

の
積
極
的
な
鉄
道
建
設
政
策
と
な
り
、
原
内
相
と
山
本
蔵
相
と
の

対
立
問
題
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　
若
干
時
期
は
前
後
す
る
が
、
守
田
志
郎
氏
は
、
越
後
米
の
鉄
遣

輸
送
に
よ
る
合
理
化
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
『
北
越
の
港
湾
は
冬
季
よ
り
翌
年
春
季
の
終
り
ま
で
暴
風
激

浪
に
支
え
ら
れ
船
舶
の
出
入
を
断
ち
－
－
夏
季
に
至
ら
ざ
れ
ぱ
他
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に
輸
出
す
る
を
得
ざ
る
を
以
て
永
く
貯
蔵
し
』
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
『
北
越
米
は
米
質
粗
悪
に
し
て
貯
蔵
に
堪

へ
ず
入
梅
又
は
土
用
を
経
過
す
る
と
き
は
腐
敗
す
る
も
の
多
し

－
－
・
東
京
、
大
阪
の
市
場
に
於
て
価
格
低
簾
な
る
の
み
な
ら
ず
取

引
上
掻
斥
せ
ら
る
』
と
指
摘
し
た
点
は
、
米
質
の
問
題
に
も
関
連

す
る
が
一
輸
送
問
題
に
も
致
命
的
に
関
連
す
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。

－
…
明
治
二
五
年
信
越
線
が
直
江
津
ま
で
開
通
し
て
か
ら
は
、
県

内
へ
の
延
長
の
実
現
が
一
日
も
早
く
望
ま
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
事
実
、
米
の
流
通
に
劃
期
的
な
変
化
を
も
た
ら
し
、
銀

行
の
為
替
商
業
金
融
機
能
の
飛
躍
的
展
開
、
他
方
地
主
や
商
人
の

米
流
通
に
た
い
す
る
関
心
の
変
化
な
ど
、
広
い
波
及
の
範
囲
を
も

つ
影
響
カ
を
多
分
に
示
し
た
も
の
が
明
治
三
一
年
の
北
越
鉄
道
の

開
通
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
廻
船
問
屋
を
除
け
ぱ
、
県
下
の
す
べ
て

の
経
済
的
契
機
が
、
北
越
鉄
遣
（
今
日
の
信
越
線
に
あ
た
る
）
の

設
置
に
期
待
を
か
け
た
わ
け
だ
が
、
わ
け
て
も
そ
れ
が
小
作
米
の

価
値
実
現
に
重
要
な
関
係
を
も
つ
て
い
る
こ
と
が
、
明
治
期
の
諸

国
立
銀
行
設
立
時
以
来
の
地
主
資
本
の
大
動
員
（
鉄
道
建
設
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
9
）

1
大
島
）
を
誘
発
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
な
ほ
九
州
鉄
道
の
延
長
に
よ
っ
て
肥
後
米
が
海
運
か
ら
鉄
遺
輸

送
に
転
移
す
る
実
情
を
、
「
本
邦
鉄
道
の
社
会
及
経
済
に
及
ぼ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
重
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

る
影
響
L
が
正
確
に
指
摘
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
一
九
二
〇
年
制
定
さ
れ
た
改
正
鉄
遣
敷
設
法
は
、
以
上
の
通
り

に
し
て
独
特
の
歴
史
的
条
件
の
中
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
地
主
層
が
、

生
産
の
合
理
化
へ
の
意
欲
を
失
い
、
米
穀
の
流
通
過
程
、
と
く
に

運
賃
の
縮
滅
に
よ
っ
て
収
益
を
増
加
し
よ
う
と
い
う
寄
生
化
し
た

地
主
層
の
要
求
が
集
約
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
「
原
敬
目
記
」
大
正
二
年
二
月
十
三
－
十
九
日
。

　
（
2
）
　
松
尾
尊
免
「
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
一
九
七
四
年
、
一
七
四
頁

　
　
以
下
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
（
3
）
　
こ
の
点
、
三
谷
太
一
郎
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。

　
　
「
後
藤
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
て
き
た
広
軌
化
計
画
は
、
原
政
友
会
内

　
　
閣
の
下
で
完
全
に
挫
折
し
た
が
、
そ
の
挫
折
は
す
な
わ
ち
広
軌
化
計

　
　
画
の
推
進
者
の
政
治
的
挫
折
を
意
味
し
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
単
な

　
　
る
政
治
的
ス
ト
ラ
テ
ジ
ー
の
挫
折
に
止
ま
ら
ず
、
い
わ
ぱ
政
治
的
個

　
　
値
体
系
そ
の
も
の
の
挫
折
を
意
味
し
た
。
い
い
か
え
れ
ぱ
、
広
軌
化

　
　
計
画
の
挫
抜
は
、
後
藤
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
明
治
寡
頭
制
の
諭
理

　
　
　
（
超
然
主
義
）
と
そ
れ
を
支
え
る
理
念
（
国
家
主
義
）
の
挫
折
に
ほ

　
　
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
と
り
も
な
ほ

　
　
さ
ず
、
明
治
寡
頭
制
そ
の
も
の
の
解
体
を
象
徴
し
て
い
た
。
」
前
掲

　
　
　
「
目
本
政
党
政
治
の
形
成
」
一
七
〇
貢
。

　
（
4
）
　
犬
島
「
国
鉄
」
岩
波
新
書
、
一
九
五
六
年
、
五
六
頁
以
下
参
照
。

　
（
5
）
「
原
に
よ
っ
て
動
員
さ
れ
た
『
与
諭
』
の
根
底
に
は
日
露
戦
争

　
　
を
契
機
と
す
る
大
巾
な
増
税
に
よ
っ
て
実
に
戦
前
の
二
倍
以
上
に
も
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自
然
増
加
し
た
新
し
い
地
方
の
有
権
者
層
の
利
益
主
張
が
潜
在
し
て

　
い
た
。
政
友
会
が
原
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ヅ
プ
に
よ
っ
て
推
進
し
た
『
積

　
極
方
針
』
と
は
こ
の
よ
う
な
利
益
へ
の
積
極
的
な
政
治
的
対
応
で
あ

　
り
、
就
中
、
交
通
政
策
は
そ
の
根
幹
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
」

　
前
掲
「
日
本
政
党
政
治
の
形
成
」
六
〇
頁
。

（
6
）
　
金
原
左
門
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
「
『
趨
階
級
的
な

　
縦
断
的
政
党
』
、
こ
れ
は
原
敬
の
長
年
に
わ
た
る
宿
願
で
あ
っ
た
。

　
、
：
な
か
で
も
体
制
縦
断
を
太
く
つ
ら
ぬ
く
た
め
に
政
友
会
が
対
象

　
と
し
て
い
た
の
が
帝
国
農
会
を
頂
点
と
す
る
系
統
農
会
で
あ
る
。

　
　
≡
帝
国
農
会
と
政
友
会
の
緒
ぴ
つ
き
の
関
係
を
基
軸
と
し
て
、
農

　
会
の
政
党
化
が
強
ま
っ
て
い
く
事
実
は
、
政
党
の
社
会
化
を
示
す
も

　
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
系
統
農
会
が
、
と
き
に
権
カ
に
よ
っ
て

　
ゆ
さ
ぷ
ら
れ
て
い
く
と
同
時
に
、
農
会
が
圧
カ
団
体
化
し
て
い
く
こ

　
と
を
意
味
し
て
い
た
。
・
－
日
本
の
社
会
を
最
大
の
規
模
の
ネ
ヅ
ト

　
ワ
ー
ク
で
か
た
め
て
い
る
系
統
農
会
を
政
党
が
掌
握
し
て
い
く
と
い

　
う
事
態
は
、
政
党
政
治
下
の
党
の
地
方
地
盤
を
培
養
す
る
ル
ー
ル
と

　
な
っ
た
の
で
あ
る
。
」
金
原
左
門
「
政
党
政
治
の
展
開
」
岩
波
講
座

　
「
日
本
歴
史
」
一
八
巻
、
二
七
0
1
一
頁
百

（
7
）
　
山
田
盛
太
郎
「
目
本
資
本
主
義
分
析
」
一
九
三
四
年
、
一
九
〇

　
1
一
頁
。

（
8
）
　
中
村
政
則
氏
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
　
一
八
九
〇
年

　
代
に
入
っ
て
か
ら
「
地
主
層
の
性
格
の
多
義
化
現
象
の
漸
次
的
進
行

　
と
要
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
そ
れ
は
貨
幣
蓄
穣
者
と
し
て

　
の
側
面
に
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
た
現
象
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
も
と
も

と
小
作
料
収
取
者
、
小
作
米
販
売
者
、
貨
幣
蓄
積
者
と
い
う
三
側
面

を
一
身
に
兼
ね
そ
な
え
た
存
在
で
あ
る
地
主
が
、
資
本
主
義
の
発
展

に
と
も
な
い
、
こ
の
三
側
面
の
う
ち
貨
幣
蓄
横
者
と
し
て
の
側
面
に

お
い
て
、
徐
々
に
そ
の
経
済
的
機
能
を
多
様
化
し
て
き
た
か
ら
で
あ

る
。
・
・
－
だ
が
間
題
な
の
は
、
こ
の
よ
う
な
事
鵡
の
進
展
に
応
じ
て

地
主
が
農
業
部
面
に
た
い
す
る
主
要
な
関
心
を
、
農
業
生
産
カ
を
い

か
に
高
め
て
い
く
か
と
い
う
方
向
で
は
な
く
、
い
か
に
多
く
の
小
作

料
を
収
取
し
て
い
く
か
と
い
う
方
向
に
切
換
え
て
い
っ
た
点
に
あ
る
。

換
言
す
れ
ぱ
、
地
主
は
農
業
生
産
技
術
に
た
い
す
る
関
心
を
薄
め
て

い
き
、
そ
の
代
り
に
い
か
に
多
く
の
貨
幣
を
確
保
（
小
作
米
販
売
）

す
る
か
、
ま
た
入
手
し
た
貨
幣
を
い
か
に
有
効
に
運
用
（
銀
行
と
の

貨
幣
取
引
関
係
）
し
た
ら
よ
い
か
と
い
う
点
に
よ
り
多
く
の
関
心
と

注
意
を
は
ら
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
L
中
村
政
則
「
近

代
日
本
地
主
制
史
研
究
」
　
一
九
七
九
年
、
二
八
－
三
三
頁
。

　
ま
た
、
成
沢
光
氏
も
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
「
日
露
戦
争

後
は
、
地
主
の
主
導
に
よ
る
農
業
生
産
カ
の
発
展
と
い
う
従
来
の
塞

本
構
造
が
突
き
崩
さ
れ
つ
つ
あ
る
時
期
で
あ
っ
た
。
－
・
第
二
に
、

地
主
の
農
業
投
資
へ
の
意
欲
を
減
遇
さ
せ
資
本
効
率
の
よ
い
農
業
外

投
資
へ
の
話
因
を
つ
く
っ
た
。
生
産
過
程
か
ら
身
を
引
い
た
地
主
は
、

流
通
過
程
に
寄
生
す
る
か
た
ち
を
と
っ
た
か
ら
、
高
率
小
作
料
と
農

産
物
価
裕
維
持
に
主
た
る
関
心
が
向
け
ら
れ
た
。
：
－
・
政
友
会
が
積

極
的
に
推
進
し
た
政
策
（
交
通
政
策
等
）
は
、
『
地
方
産
業
の
振
興
』

を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
生
産

過
程
の
直
接
改
良
よ
り
は
、
流
通
過
程
の
改
良
に
よ
っ
て
間
接
に
生

19
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産
過
程
に
刺
激
を
与
え
よ
う
と
す
る
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
米
及
ぴ

　
工
業
原
料
に
貨
物
運
賃
の
最
低
級
を
当
て
た
鉄
道
普
及
は
、
農
産
物

　
の
迅
速
且
つ
正
確
な
輸
送
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
流
通
を
盛
ん
に

　
し
、
需
要
、
供
給
を
調
節
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
米
に
つ
い
て

　
み
れ
ぱ
、
第
一
に
楓
格
の
局
地
的
騰
貴
が
防
が
れ
、
第
二
に
各
地
産

米
の
集
敵
が
自
由
に
な
っ
て
品
質
の
比
較
が
可
能
に
な
っ
た
緒
果
、

良
質
米
生
産
を
促
す
条
件
が
つ
く
ら
れ
た
。
－
－
・
か
よ
う
に
商
品
と

　
し
て
農
産
物
の
流
通
が
第
一
に
促
進
さ
れ
る
限
り
、
そ
れ
は
、
何
よ

　
り
寄
生
地
主
制
及
ぴ
商
業
費
本
の
利
益
に
最
も
よ
く
合
致
す
る
も
の

　
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
L
成
沢
光
「
原
内
閣
と
第
一
次
世
界
大
戦

　
後
の
国
内
状
況
（
二
・
完
）
」
「
法
学
志
林
」
第
六
六
巻
三
号
七
七
－

　
八
頁
。

（
9
）
　
守
田
志
郎
「
地
主
経
済
と
地
方
資
本
」
一
九
六
三
年
、
一
四
七

　
－
八
頁
。

（
1
0
）
　
「
肥
後
米
は
一
時
専
ら
三
角
港
に
依
り
て
呑
吐
せ
ら
れ
、
同
港
の

　
繁
栄
驚
く
ぺ
き
も
の
あ
り
し
が
、
明
治
二
十
四
年
九
州
鉄
遣
木
葉
駅

　
迄
開
通
し
、
更
に
同
年
七
月
熊
本
に
達
し
両
筑
地
方
と
の
取
引
鼓
に

　
開
始
せ
ら
れ
、
殊
に
筑
豊
炭
山
方
面
の
需
要
旺
盛
な
る
を
以
て
、
汽

　
車
輸
送
に
依
る
も
の
漸
次
増
加
し
三
角
港
輸
出
数
量
は
漸
く
滅
退
の

　
傾
向
を
生
ず
る
に
至
れ
り
、
趨
え
て
二
十
九
年
十
一
月
八
代
迄
鉄
道

　
の
延
長
す
る
や
、
一
般
貨
主
は
汽
車
輸
送
の
利
便
な
る
を
認
め
、
九

　
州
内
に
搬
出
す
る
も
の
は
長
崎
其
他
特
に
海
運
に
便
利
な
る
地
方
を

　
除
く
の
外
、
悉
く
鉄
遣
を
利
用
す
る
に
至
れ
り
、
其
後
三
十
一
年
肥

　
後
米
輸
出
同
業
組
合
組
織
せ
ら
れ
、
県
外
に
移
出
す
る
米
穀
に
対
し

厳
密
な
る
検
査
を
行
ひ
、
米
質
の
改
良
に
努
め
た
る
為
め
漸
次
東
京

方
面
に
歓
迎
せ
ら
れ
、
多
少
近
県
の
需
要
を
減
少
す
る
傾
向
を
生
じ
、

英
の
県
外
移
出
の
三
分
の
二
は
海
運
に
依
り
て
東
京
、
大
阪
方
面
に
、

残
余
三
分
の
一
は
鉄
道
に
依
り
て
門
司
及
筑
豊
方
面
に
輸
送
せ
ら
る

る
に
至
れ
り
、
四
十
年
六
月
八
代
、
人
音
間
開
通
す
る
や
、
従
来
玖

磨
川
の
舟
運
に
依
り
運
漕
せ
ら
れ
た
る
米
穀
は
金
く
汽
車
便
に
移
り
、

典
変
化
実
に
目
を
驚
か
す
に
足
れ
り
。
」
「
本
邦
鉄
遣
の
社
会
及
経
済

に
及
ぽ
せ
る
影
響
」
中
巻
、
一
九
一
六
年
、
四
七
三
頁
。

む
す
び

　
以
上
の
分
析
を
通
し
て
、
明
治
の
末
期
以
降
、
わ
が
国
の
鉄
遭

政
策
を
廻
っ
て
絶
対
主
義
官
僚
と
、
原
敬
を
中
心
と
し
た
政
友
会

と
の
対
立
の
基
盤
に
は
、
わ
が
国
独
特
の
地
主
層
と
、
金
融
資
本

家
と
の
対
立
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
財
閥
系
の
大

資
本
家
層
の
鉄
道
政
策
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
考
想
は
、
十
分
に

論
証
さ
れ
た
と
は
思
わ
な
い
が
、
国
家
財
政
の
含
理
化
を
推
進
し

よ
う
と
す
る
蔵
相
と
政
友
会
の
稜
極
的
な
鉄
遭
政
策
と
の
対
立
は
、

大
ブ
ル
ジ
目
ア
ー
ジ
ー
と
地
主
層
切
対
立
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

中
村
政
則
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
戦
前
日
本
資
本

主
義
は
、
地
主
的
土
地
所
有
を
自
己
の
不
可
欠
の
構
造
的
一
環
に

組
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、

刎
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逆
に
本
来
異
質
的
な
ウ
ク
ラ
ー
ド
た
る
地
主
制
を
か
か
え
こ
ん
だ

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
は
両
ウ
ク
ラ
ー
ド
間
の
累
積
的
矛
暦
の
生

起
を
避
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
特
殊
な
構
造
的
特
質
を
打
刻
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
婁
言
す
れ
ぱ
、
資
本
主
義
と
地
主
制
は
、
一
面

で
は
相
互
依
存
の
関
係
に
あ
一
り
な
が
ら
、
他
面
で
は
相
互
に
矛
盾

し
、
反
発
し
あ
う
関
係
に
あ
っ
た
。
…
…
大
局
的
に
い
え
ぱ
、
原

始
的
蓄
積
期
～
産
業
資
本
確
立
期
に
い
た
る
行
程
に
お
い
て
は
相

互
依
存
の
関
係
が
主
要
な
側
面
を
な
し
、
独
占
資
本
確
立
期
以
降
、

両
者
は
対
立
、
矛
盾
を
つ
よ
め
、
次
第
に
乖
離
の
方
向
を
た
ど
っ

て
い
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
資
本
主
義
と
地

主
制
と
の
構
造
的
結
合
関
係
は
、
固
定
的
、
静
止
的
な
関
係
に
あ

っ
た
の
で
は
な
く
、
資
本
主
義
の
諸
段
階
に
対
応
し
て
両
者
は
動

態
的
な
関
係
を
と
り
結
ん
で
お
り
、
ま
た
そ
れ
ま
で
資
本
主
義
の

発
展
を
促
す
プ
ラ
ス
要
因
と
し
て
作
用
し
て
い
た
も
の
が
、
今
度

は
そ
の
発
履
を
制
約
す
る
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
転
化
せ
ざ
る
を
得
な

い
き
わ
め
て
バ
ラ
ド
キ
シ
カ
ル
な
関
係
を
結
ん
で
い
た
の
で
あ

ぎ　い
ま
ま
で
の
ぺ
て
き
た
よ
う
な
わ
が
国
の
鉄
道
－
交
通
問
題
の

基
本
的
な
矛
盾
は
、
正
に
右
に
の
べ
ら
れ
た
わ
が
国
の
資
本
主
義

経
済
の
特
質
の
一
環
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
絶
対
王
政
が
ブ
ル
ジ

ヨ
ア
革
命
に
よ
っ
て
打
倒
さ
れ
、
立
憲
君
主
制
が
確
立
さ
れ
る
な

ら
ぱ
地
主
は
権
カ
の
座
か
ら
排
除
さ
れ
て
ブ
ル
ジ
冒
ア
ジ
ー
単
独

の
権
カ
が
打
樹
て
ら
れ
、
資
本
主
義
経
済
の
発
達
と
と
も
に
、
わ

が
国
の
交
通
問
題
に
即
し
て
い
え
ぱ
、
広
軌
改
築
を
主
軸
と
す
る

幹
線
輸
送
カ
の
拡
充
が
進
展
し
、
こ
の
反
面
、
目
－
カ
ル
の
輸
送

は
自
動
車
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
鉄
道
と
自
動
車
の
協
同
輸
送
o
o
－

o
，
3
目
四
ま
g
が
実
現
し
、
政
友
会
内
閣
の
成
立
と
と
も
に
鉄
遭
院

　
　
　
　
　
　
　
　
＾
2
〕

総
裁
を
や
め
た
中
村
是
公
や
、
同
じ
く
鉄
遣
院
営
業
局
長
を
や
め

　
　
　
　
　
　
　
＾
3
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
・

た
木
下
淑
夫
ら
の
考
想
は
三
井
財
閥
の
益
田
孝
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
大
資
本
家
の
バ
ツ
ク
ァ
ツ
プ
に
よ
っ
て
実
現
す
る
条
件
が
生

み
出
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
る
に
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
は
、
米
騒
動
に
示
さ
れ
た
よ
う

な
「
下
か
ら
」
の
民
衆
の
革
新
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
爆
発
し
た
け

れ
ど
も
、
歴
史
の
法
則
に
則
し
た
政
治
的
指
導
部
を
欠
い
て
い
た
。

と
く
に
反
体
制
的
な
民
衆
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
組
織
し
、
持
続
的
な

も
の
に
し
て
行
く
労
働
者
運
働
と
、
こ
れ
を
指
導
す
る
革
新
政
党

　
　
＾
4
）

が
未
成
熟
だ
っ
た
の
で
、
天
皇
制
権
カ
の
絶
対
主
義
的
側
面
は
変

質
し
た
け
れ
ど
も
立
憲
君
主
制
は
実
現
せ
ず
、
絶
対
主
義
が
育
成

し
て
き
た
わ
が
国
独
特
の
地
主
層
が
ブ
ル
ジ
ョ
ァ
ジ
ー
と
と
も
に

権
カ
の
座
を
占
め
、
こ
れ
を
代
表
す
る
日
本
型
保
守
政
党
－
政
友

〃
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会
の
単
独
内
閣
が
成
立
し
、
鉄
適
政
策
を
打
出
し
て
き
た
と
こ
ろ

に
わ
が
国
の
鉄
道
－
交
通
問
題
の
根
源
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
政
友
会
内
閣
の
成
立
と
と
も
に
井
上
勝
以

来
国
鉄
の
指
導
都
を
形
成
し
て
き
た
「
技
術
屋
」
1
工
学
士
は
廃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
5
）

除
さ
れ
、
法
学
士
閥
が
こ
れ
に
代
っ
て
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
敗

戦
後
、
大
蔵
公
望
は
つ
ぎ
の
よ
・
。
つ
に
語
っ
て
い
る
。
「
政
党
を
鉄

道
に
引
込
ん
だ
の
は
石
丸
さ
ん
（
政
友
会
内
閣
の
下
で
鉄
遭
院
副

総
裁
に
就
任
－
大
島
）
だ
と
い
う
気
持
を
持
っ
て
お
る
の
は
私
の

ひ
が
み
で
は
あ
る
ま
い
。
石
丸
さ
ん
が
や
っ
た
最
初
の
手
始
め
の

仕
事
は
木
下
系
の
も
の
を
一
掃
し
た
こ
と
で
、
私
も
在
任
僅
か
七

カ
月
に
し
て
西
部
鉄
道
局
の
運
輸
課
長
に
追
い
や
ら
れ
た
。
私
が

神
戸
へ
行
っ
た
り
、
木
下
さ
ん
が
東
鉄
局
長
に
い
っ
た
こ
と
は
適

当
な
人
事
で
あ
っ
た
こ
と
か
も
知
れ
ぬ
が
、
そ
の
後
鉄
道
の
建
設

を
利
用
し
て
政
友
会
が
党
勢
を
張
っ
た
が
そ
の
手
先
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
は
正
に
疑
い
も
な
い
事
実
な
の
で
、
私
は
鉄
道
の
政
党

化
は
石
丸
時
代
か
ら
初
ま
っ
た
．
と
確
信
し
て
非
常
に
残
念
で
あ

＾
6
）る
。
」
絶
対
主
義
官
僚
機
構
が
、
性
樒
を
変
え
、
政
党
に
対
す
る

抵
抗
は
な
く
な
り
、
忠
実
な
執
行
部
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。
天
皇
制
官
僚
機
構
の
変
質
で
あ
る
。
従
来
国
鉄
の
制

服
潜
用
は
現
業
貝
の
み
で
あ
っ
た
の
を
後
藤
新
平
は
本
庁
の
職
員

も
制
服
を
着
用
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
は
国
鉄
の
「
不
偏
不

党
」
1
非
政
党
化
の
シ
ム
ボ
ル
を
意
図
し
た
政
策
で
あ
っ
た
が
正

　
　
　
　
　
　
＾
7
）

に
隔
世
の
感
で
あ
る
。

　
注
目
さ
れ
る
の
は
、
政
党
に
完
全
に
掌
握
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
新
し
い
国
鉄
の
執
行
部
の
打
出
し
た
自
動
車
対
策
で
あ
る
。
一

九
二
八
年
陸
運
監
督
権
が
逓
信
省
か
ら
鉄
遣
省
へ
移
管
さ
れ
、
自

動
車
交
通
事
業
法
が
制
定
さ
れ
て
バ
ス
輸
送
が
統
制
さ
れ
、
貨
物

輸
送
に
つ
い
で
は
日
本
通
運
体
制
の
よ
う
な
ト
ラ
ヅ
ク
輸
送
抑
圧

体
制
が
作
り
出
さ
れ
、
い
づ
れ
も
鉄
遺
輸
送
の
独
占
を
守
る
た
め

の
も
の
で
、
そ
れ
は
木
下
淑
夫
の
考
想
と
は
正
反
対
の
も
の
で
あ

り
・
こ
こ
に
現
在
に
も
底
流
と
し
て
存
在
す
る
交
通
間
題
の
原
点

　
　
＾
畠
）

が
あ
る
。
　
　
　
一

（
1
）
　
前
掲
「
近
代
目
本
地
主
制
史
研
究
」
二
五
〇
－
一
頁
。

（
2
）
　
中
村
是
公
は
、
貴
族
院
の
改
正
鉄
道
敷
設
法
審
議
の
委
員
会
で

　
つ
ぎ
の
ポ
う
に
の
べ
て
い
る
。
「
是
カ
ラ
ド
ウ
運
輸
交
通
ノ
機
関
ト

　
云
フ
モ
ノ
ガ
発
達
ス
ル
カ
分
ラ
ナ
イ
、
二
〇
年
モ
三
〇
年
毛
経
チ
ヤ

　
今
デ
モ
郵
便
ナ
ン
テ
云
ウ
毛
ノ
ヲ
飛
行
機
デ
モ
運
ブ
シ
人
間
モ
飛
行

　
機
デ
運
ベ
ル
、
又
自
動
車
ナ
ン
ト
云
フ
ヤ
ウ
ナ
モ
ノ
ガ
無
暗
二
発
達

　
シ
テ
来
ル
今
目
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
、
自
動
車
ノ
発
達
ト
云
フ
モ
ノ
ハ

　
将
来
ド
ウ
云
フ
風
二
発
達
シ
テ
来
ル
デ
ア
リ
マ
セ
ウ
カ
、
又
郵
便
飛

　
行
機
ト
云
フ
モ
ノ
モ
出
来
テ
飛
行
機
デ
運
ブ
シ
、
人
間
モ
運
ン
デ
呉

鵬
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レ
ル
世
ノ
中
ニ
ナ
ツ
タ
カ
ヲ
、
今
敷
設
法
二
規
定
シ
テ
ア
ル
小
サ
イ

　
線
路
ナ
ド
ン
如
キ
ハ
、
自
助
車
デ
済
ム
コ
ト
ガ
多
々
、
私
ハ
出
来
ル

　
ダ
ロ
ウ
ト
思
ヒ
マ
ス
、
サ
ウ
ナ
ツ
テ
来
レ
バ
又
他
日
改
正
ヲ
要
ス
ル

　
モ
ノ
ガ
非
常
二
出
テ
来
ル
、
此
目
進
月
歩
ノ
今
日
二
於
テ
、
二
〇
年
、

　
三
〇
年
先
キ
ノ
モ
ノ
ヲ
今
目
カ
ラ
規
定
シ
テ
舐
ク
程
ノ
要
ハ
私
ハ
ナ

　
イ
ト
、
斯
ヤ
ウ
ニ
申
上
ゲ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
L
（
一
九
二
一
年
三
月

　
一
三
日
）

（
3
）
　
木
下
淑
夫
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。
「
欧
米
諸
国
殊
に

　
英
国
に
於
け
る
自
動
車
運
輸
の
発
達
と
、
そ
の
営
業
上
対
鉄
道
関
係

　
と
に
鑑
み
、
我
国
有
鉄
道
経
営
の
将
来
に
於
い
て
も
、
こ
の
新
運
輸

　
機
関
の
長
所
を
利
用
す
る
の
意
味
を
以
て
、
既
定
政
策
に
多
少
の
変

　
更
を
加
ふ
ぺ
き
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
即
ち
将
来
建
設
す
る
べ
き
諸

　
線
路
中
、
貨
客
少
く
地
形
も
ま
た
鉄
道
敷
設
に
は
莫
大
の
費
用
を
要

　
す
る
如
き
地
方
に
は
、
宜
し
く
そ
の
敷
設
に
先
だ
ち
自
動
車
運
輸
を

　
開
始
す
る
の
計
画
を
樹
て
、
差
当
り
現
遣
路
の
用
い
得
ぺ
き
処
は
こ

　
れ
に
よ
り
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
こ
れ
を
改
築
し
、
簡
便
の
方
法
に
よ

　
り
速
か
に
自
動
車
運
輸
を
開
始
す
る
を
良
策
と
信
ず
る
。
最
近
営
業

　
を
開
始
し
た
る
国
有
鉄
道
の
諸
新
線
は
、
多
く
は
一
箇
年
の
平
均
乗

客
数
二
〇
万
内
外
、
貨
物
三
・
四
万
噸
の
も
の
も
多
く
、
中
に
は
そ

　
の
半
に
も
及
ぱ
ぬ
も
の
も
あ
る
、
と
思
ふ
。
而
し
て
今
後
建
設
さ
る

　
べ
き
新
鉄
道
網
に
至
っ
て
は
、
線
路
の
娃
質
概
し
て
前
記
新
開
業
線

　
よ
り
貧
弱
な
る
が
た
め
に
、
開
業
後
に
於
け
る
貨
審
の
数
量
は
こ
れ

等
よ
り
も
更
に
少
か
る
べ
く
、
且
線
路
の
距
離
も
多
く
は
三
・
四
〇

　
哩
位
な
る
を
以
て
、
自
動
車
運
送
に
最
も
適
す
る
と
思
う
。
－
：
・
果

　
し
て
然
ら
ぱ
こ
れ
等
の
方
面
に
向
っ
て
既
に
述
ぺ
た
る
如
く
莫
大
の

　
麹
設
費
を
投
じ
、
開
業
後
は
営
業
上
多
額
の
欠
損
を
予
期
し
て
ま
で

　
も
、
急
速
に
鉄
適
を
新
設
す
る
の
要
な
し
と
考
ふ
。
宜
し
く
国
有
鉄

　
適
は
地
方
と
共
同
し
て
、
ま
ず
早
晩
改
築
若
し
く
は
新
築
を
要
す
へ

　
き
遭
路
の
改
良
方
法
を
実
行
し
、
国
の
修
継
費
の
一
部
は
国
有
鉄
適

　
に
て
負
担
す
る
と
共
に
遺
路
の
改
良
な
れ
る
暁
に
は
国
有
鉄
適
自
ら

　
自
動
車
の
営
業
を
な
す
を
良
策
と
考
え
る
。
L
前
掲
「
国
有
鉄
道
の

　
将
来
」
三
七
－
三
九
頁

（
4
）
　
た
と
え
ば
前
掲
「
大
正
デ
モ
ク
シ
ー
」
二
一
七
頁
以
下
参
照
。

（
5
）
　
鉄
道
運
営
の
最
高
責
任
者
と
し
て
初
代
の
井
上
勝
は
慕
来
か
ら

　
英
国
で
鉄
道
、
鉱
山
の
実
務
を
勉
強
し
た
撞
術
星
で
約
二
〇
年
間
在

　
任
し
た
。
つ
づ
い
て
長
い
の
は
、
十
年
間
の
松
本
荘
一
郎
、
五
年
間

　
が
平
井
晴
二
郎
で
あ
る
が
い
づ
れ
も
工
学
博
士
で
、
明
治
末
か
ら
政

　
友
会
内
閣
の
成
立
ま
で
営
業
部
門
の
責
任
者
だ
っ
た
木
下
淑
夫
も
工

　
挙
士
だ
っ
た
。
政
友
会
内
閣
成
立
と
と
も
に
木
下
に
代
っ
て
運
輸
局

　
長
に
な
っ
た
中
川
正
左
は
法
学
士
で
、
以
後
、
運
輸
、
経
理
、
人
事

　
等
国
鉄
運
営
の
中
枢
部
の
責
任
者
は
法
学
士
閥
の
独
占
す
る
と
こ
ろ

　
と
な
っ
た
。

（
6
）
　
国
鉄
編
「
国
鉄
の
回
顧
」
一
九
五
二
年
、
五
三
－
四
員
。

（
7
）
　
「
後
藤
新
平
」
．
第
三
巻
、
一
六
二
頁
。
こ
の
点
、
前
掲
「
目
本

　
政
党
政
治
の
形
成
」
一
五
一
－
二
頁
参
照
。

（
8
）
　
大
島
「
国
家
独
占
資
本
と
し
て
の
国
有
鉄
適
の
史
的
発
展
」
一

　
九
四
九
年
、
第
四
章
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
洋
犬
学
教
授
）

朋




